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序 論  

マ イ ケ ル ・ ア ル メ レ イ ダ の 『 ハ ム レ ッ ト 』

（ ２ ０ ０ ０ ） に 焦 点 を 当 て て 、 ア ル メ レ イ ダ

は 本 映 画 に お い て ハ ム レ ッ ト や オ フ ィ ー リ ア

の 苦 悩 を ど の よ う に 描 き 、 観 客 に 何 を 伝 え よ

う と し た の か 明 ら か に す る 。 ア ル メ レ イ ダ の

『 ハ ム レ ッ ト 』 映 画 制 作 に お け る 演 出 意 図 や

映 画 史 で の 立 ち 位 置 を 明 確 に し な が ら 、 彼 が

考 え る ハ ム レ ッ ト と オ フ ィ ー リ ア の イ メ ー ジ

を 演 出 す る た め に ど の よ う に 翻 案 さ れ て い る

の か 分 析 し 、 ハ ム レ ッ ト や オ フ ィ ー リ ア が 苦

悩 す る 根 源 は 原 作 の シ ェ イ ク ス ピ ア 作 品 や 過

去 の 映 画 作 品 と は 異 な る の で は な い か 、 と い

う 問 題 意 識 を 持 っ て 考 察 す る 。  

『 ハ ム レ ッ ト 』 映 画 を 選 ん だ 背 景 と し て 、

映 画 作 品 に よ っ て 多 様 な ハ ム レ ッ ト 、 オ フ ィ

ー リ ア 像 が 見 ら れ る こ と に 興 味 を 持 っ た こ と 、

そ し て ロ ー レ ン ス ・ オ リ ヴ ィ エ と ケ ネ ス ・ ブ

ラ ナ ー に よ る 伝 統 的 な 作 品 が 頻 繁 に 取 り 上 げ

ら れ 、 他 の 作 品 の 議 論 が あ ま り 注 目 さ れ て い
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な い こ と が あ る 。 中 で も ア ル メ レ イ ダ の 『 ハ

ム レ ッ ト 』 に 注 目 す る 理 由 は ２ 点 あ る 。 １ 点

目 は 舞 台 を ニ ュ ー ヨ ー ク の グ ロ ー バ ル 企 業 に

置 き 換 え 、 初 め て 『 ハ ム レ ッ ト 』 を 超 現 代 的

に 翻 案 し た 作 品 で あ り 、 原 作 の シ ェ イ ク ス ピ

ア 作 品 と ２ ０ ０ ０ 年 の グ ロ ー バ ル 社 会 の 融 合

を 成 功 さ せ た 作 品 で あ る た め 、 ２ 点 目 は こ の

よ う に 大 き く 設 定 を 変 え て 翻 案 し た 作 品 だ か

ら こ そ ア ル メ レ イ ダ な ら で は の 解 釈 が な さ れ

た ハ ム レ ッ ト や オ フ ィ ー リ ア の 苦 悩 は ど の よ

う に 描 か れ て い る の か 興 味 を 持 っ た た め で あ

る 。  

ま ず 第 １ 章 で は 、 ア ル メ レ イ ダ の 演 出 意 図

を テ ー マ に 論 じ る 。 １ ９ 世 紀 ロ マ ン 派 の ハ ム

レ ッ ト 像 と ア ル メ レ イ ダ が 考 え る ハ ム レ ッ ト

像 を 比 較 し て ど の よ う に 変 化 し て い る か を 明

ら か に す る た め に 、 は じ め に 「 極 度 に 繊 細 な

感 受 性 を も っ た 弱 々 し い 感 情 的 な 男 、 境 遇 に

屈 し 、 メ ラ ン コ リ ー に 支 配 さ れ 、 復 讐 と い う

重 大 な 目 的 を 持 ち な が ら 、 決 断 が つ か ず 、 ぐ
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ず ぐ ず 延 ば す 男 」 と い う ロ マ ン 派 の 伝 統 的 な

ハ ム レ ッ ト 観 に つ い て 説 明 す る 。 次 に 、 ア ル

メ レ イ ダ の 『 ハ ム レ ッ ト 』 に お け る ハ ム レ ッ

ト 表 象 は 従 来 の ロ マ ン 派 か ら ど の よ う に 変 化

し た の か 、 な ぜ ア ル メ レ イ ダ は イ ー サ ン ・ ホ

ー ク を ハ ム レ ッ ト 役 に 起 用 し た の か と い う 疑

問 に つ い て 考 察 す る た め 、 ア ル メ レ イ ダ が イ

メ ー ジ す る ハ ム レ ッ ト 像 、 そ れ を 実 現 す る た

め の 俳 優 起 用 の 背 景 に つ い て 述 べ る 。そ の 後 、

ア ル メ レ イ ダ の 『 ハ ム レ ッ ト 』 の 立 ち 位 置 に

つ い て 触 れ 、 映 画 制 作 に お け る 意 図 を 明 ら か

に し て い く 。  

第 ２ 章 で は 、テ ク ス ト と 映 像 の 分 析 を 行 う 。

ア ル メ レ イ ダ が 考 え る ハ ム レ ッ ト と オ フ ィ ー

リ ア の イ メ ー ジ を 演 出 す る た め に ど の よ う な

工 夫 が な さ れ て い る の か 、 シ ェ イ ク ス ピ ア の

原 作 と テ ク ス ト を 比 較 し 、 ハ ム レ ッ ト の 独 白

や オ フ ィ ー リ ア の 台 詞 に 注 目 し て 分 析 す る 。

そ の 後 、 初 登 場 シ ー ン や 服 装 な ど の 演 出 に つ

い て オ リ ヴ ィ エ の 『 ハ ム レ ッ ト 』 と の 映 像 比
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較 か ら 分 析 す る 。  

第 ３ 章 で は 、 ア ル メ レ イ ダ に よ る 『 ハ ム レ

ッ ト 』 を 通 し た 新 自 由 主 義 的 グ ロ ー バ ル 社 会

批 評 を テ ー マ と し 、 独 自 の 翻 案 と し て 追 加 さ

れ た 、 ボ ブ ・ デ ィ ラ ン の 音 楽 “ A l l  A l o n g  t h e  

W a t c h t o w e r ” や ベ ト ナ ム 僧 侶 で あ る テ ィ ク ・ ナ

ッ ト ・ ハ ン に よ る “ i n t e r - b e ” の 語 り の 場 面 に 注

目 し て 分 析 し 、 ハ ム レ ッ ト や オ フ ィ ー リ ア の

苦 悩 の 背 景 を よ り 深 く 読 み 解 く と と も に 、 観

客 に ど ん な メ ッ セ ー ジ を 伝 え て い る の か 考 察

し て い く 。 こ れ ら の 考 察 を 通 し て 、 ハ ム レ ッ

ト や オ フ ィ ー リ ア の 苦 悩 が い か に 表 象 さ れ て

い る の か を 明 ら か に し て い く 。
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第 １ 章 ： ア ル メ レ イ ダ の 『 ハ ム レ ッ ト 』（ ２

０ ０ ０ ） 制 作 に お け る 演 出 意 図  

１ ． １  １ ９ 世 紀 の 『 ハ ム レ ッ ト 』 イ メ ー ジ  

２ ０ 世 紀 末 、 １ ９ ９ ０ 年 か ら ２ ０ ０ ０ 年 に

か け て は 、 映 画 界 に お い て シ ェ イ ク ス ピ ア が

か つ て な い 隆 盛 を 遂 げ た 時 代 で あ り 、 お よ そ

１ ０ 年 の 間 に 、 バ ズ ・ ラ ー マ ン 監 督 の 『 ロ ミ

オ ＋ ジ ュ リ エ ッ ト 』（ １ ９ ９ ６ ） な ど の シ ェ イ

ク ス ピ ア 長 編 映 画 が ２ ０ 本 以 上 制 作 さ れ た

（ Ｃ ｒ ｏ ｗ ｌ ， ２ ０ ０ ７ ， ｐ ． １ ８ ）。『 ハ ム

レ ッ ト 』 映 画 の 代 表 作 と し て は 、 ロ ー レ ン ス ・

オ リ ヴ ィ エ 監 督 の『 ハ ム レ ッ ト 』（ １ ９ ４ ８ ）、

ケ ネ ス ・ ブ ラ ナ ー 監 督 の 『 ハ ム レ ッ ト 』（ １ ９

９ ７ ） な ど が 挙 げ ら れ る 。 冷 戦 終 結 後 に は 、

ハ リ ウ ッ ド が シ ェ イ ク ス ピ ア 映 画 に 出 資 す る

よ う に な っ た こ と が 特 徴 で あ る 。 ハ リ ウ ッ ド

ス タ ー の 起 用 で 、 初 め て 成 功 を 収 め た 作 品 が

フ ラ ン コ ・ ゼ フ ィ レ ッ リ 監 督 の『 ハ ム レ ッ ト 』

（ １ ９ ９ ０ ） で あ り 、 ア ル メ レ イ ダ 監 督 も 同

様 に ハ リ ウ ッ ド ス タ ー を 起 用 し て 制 作 し た
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（ Ｃ ｒ ｏ ｗ ｌ ， ２ ０ ０ ７ ， ｐ ． ８ １ ）。  

数 多 く の 映 画 監 督 が 『 ハ ム レ ッ ト 』 映 画 を

手 掛 け る 中 で 、 オ リ ヴ ィ エ ら ９ ０ 年 代 以 前 の

シ ェ イ ク ス ピ ア 映 画 の 監 督 た ち は 、 １ ９ 世 紀

に 広 ま っ た ロ マ ン 主 義 的 な ハ ム レ ッ ト 、 オ フ

ィ ー リ ア 観 に 大 き な 影 響 を 受 け て い た 。 １ ９

世 紀 ロ マ ン 派 の ハ ム レ ッ ト 観 と は 、「 ハ ム レ ッ

ト を 復 讐 の 荒 仕 事 に 適 せ ぬ 優 男 、 い わ ば 現 実

行 動 を 忌 避 し て い る メ ラ ン コ リ ッ ク な 文 学 青

年 と の み 観 る 見 方 」 で あ る （ 中 村 ， ｐ ． ２ ４

５ ）。 当 時 を 代 表 す る 批 評 と し て 、 例 え ば 、 ゲ

ー テ は 、『 ヴ ィ ル ヘ ル ム ・ マ イ ス タ ー の 修 業 時

代 』 に お い て 、「 明 ら か に シ ェ イ ク ス ピ ア は 、

大 い な る 義 務 が そ れ を 果 た し 得 な い 魂 に 負 わ

さ れ る の を 描 こ う と し た の で す 。（ 中 略 ） 美 し

い 花 を 活 け る こ と し か で き な い よ う な 高 価 な

花 瓶 に 、 樫 の 木 が 植 え ら れ た の で す 。 根 が 張

る と 花 瓶 は 砕 け て し ま い ま す 」 と 、 復 讐 と い

う 重 大 な 役 目 を 負 わ さ れ た ハ ム レ ッ ト の 様 子

を 表 し て い る （ ゲ ー テ ， ｐ ． ２ １ ２ ）。 こ の ゲ
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ー テ の 表 現 は １ ９ 世 紀 の ロ マ ン 派 に 大 き な 影

響 を 与 え 、 優 秀 不 断 で ぐ ず ぐ ず と 決 断 を 先 延

ば し に す る 消 極 的 な ハ ム レ ッ ト の イ メ ー ジ を

植 え 付 け た 。  

一 方 、 １ ９ 世 紀 の ロ マ ン 主 義 的 オ フ ィ ー リ

ア 観 と は 「 美 し さ や 純 潔 、 エ ロ テ ィ ッ ク な 狂

気 、 犠 牲 者 と し て の 地 位 」 で あ る （ Ｒ ｏ ｏ ｋ

ｓ ， ｐ ． ４ ７ ５ ）。 こ の オ フ ィ ー リ ア 観 は ９ ０

年 代 以 降 も 引 き 継 が れ 、 オ リ ヴ ィ エ に 加 え て

ブ ラ ナ ー 、ゼ フ ィ レ ッ リ ら の 映 画 に お い て も 、

こ れ ら の オ フ ィ ー リ ア の イ メ ー ジ を 持 続 さ せ

る 描 写 が な さ れ て き た 。 ア メ リ カ の 詩 人 で あ

る マ ー サ ・ Ｃ ・ ロ ン ク は 、 １ ９ 世 紀 の 映 画 に

お け る オ フ ィ ー リ ア の 象 徴 的 イ メ ー ジ に つ い

て 「 彼 女 の 乱 れ た 髪 は 狂 気 や レ イ プ の 犠 牲 者

を 表 し 、 彼 女 の 真 っ 白 な ド レ ス は ハ ム レ ッ ト

の 漆 黒 の 学 者 的 な 黒 と 対 照 的 で 、 彼 女 が 手 放

し 、 死 に 際 に 彼 女 を 囲 む 象 徴 的 な 花 は 、 彼 女

が 墜 落 し た こ と を 示 す 」 と 述 べ て い る （ Ｒ ｏ

ｎ ｋ ， ｐ ． ２ ４ ）。 こ の よ う な 女 性 ら し さ 、 従
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順 さ 、 弱 さ 、 ヒ ス テ リ ー に 焦 点 を 当 て 、 古 典

的 な 女 性 ら し く 美 し い オ フ ィ ー リ ア 像 が 長 年 、

『 ハ ム レ ッ ト 』 映 画 に 影 響 を 与 え て い た 。  
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１ ． ２ ア ル メ レ イ ダ 監 督 作 『 ハ ム レ ッ ト 』（ ２

０ ０ ０ ） の 俳 優 起 用 背 景  

ア ル メ レ イ ダ は 、『 ハ ム レ ッ ト 』（ ２ ０ ０ ０ ）

の 制 作 に お い て 、 物 語 の 舞 台 を デ ン マ ー ク の

城 か ら 、 映 画 制 作 当 時 ２ ０ ０ ０ 年 の ニ ュ ー ヨ

ー ク の グ ロ ー バ ル 企 業 「 デ ン マ ー ク ・ コ ー ポ

レ ー シ ョ ン 」 に 移 し て 翻 案 す る こ と で 、 か つ

て の 『 ハ ム レ ッ ト 』 映 画 と は 一 変 し た 超 現 代

的 な 作 品 を 作 り 上 げ た 。 ハ ム レ ッ ト に お い て

は 、 ロ ー レ ン ス ・ オ リ ヴ ィ エ 監 督 の 『 ハ ム レ

ッ ト 』 か ら 影 響 を 受 け 、 オ リ ヴ ィ エ が 描 く 「 極

度 に 繊 細 な 感 受 性 を 持 ち 、 弱 々 し い 感 情 的 な

男 、 境 遇 に 屈 し 、 メ ラ ン コ リ ー に 支 配 さ れ 、

復 讐 と い う 重 大 な 目 的 を 持 ち な が ら 、 決 断 が

つ か ず 、 ぐ ず ぐ ず 延 ば す 男 」 と い う ハ ム レ ッ

ト の イ メ ー ジ を 継 承 し 、 分 析 的 で 回 顧 的 な ハ

ム レ ッ ト 像 を 構 築 し て い る （ 後 藤 ， ｐ ． １ ２

２ ）。 こ の よ う に 、 １ ９ 世 紀 か ら ２ ０ 世 紀 に 主

流 で あ っ た ロ マ ン 派 の メ ラ ン コ リ ッ ク な ハ ム

レ ッ ト 像 が 引 き 継 が れ て い る 一 方 で 、 時 代 設
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定 の 変 化 に 伴 っ て 、 ハ ム レ ッ ト の イ メ ー ジ に

つ い て の 解 釈 に 変 化 が 生 じ て い る 点 も あ る 。

ア ル メ レ イ ダ は 、 ハ ム レ ッ ト が 序 盤 で 発 す る

「 デ ン マ ー ク は 牢 獄 だ 」 と い う 言 葉 の 意 味 を

現 代 の 消 費 文 化 社 会 に 置 き 換 え て 解 釈 し た

（ Ａ ｌ ｍ ｅ ｒ ｅ ｙ ｄ ａ ， ｐ . ６ ）。 そ こ で 、 雑

念 や ブ ラ ン ド 名 、 広 告 な ど に 支 配 さ れ た 物 質

世 界 で 生 き る ハ ム レ ッ ト の 苦 悩 に 注 目 し 、 現

代 の 資 本 主 義 的 グ ロ ー バ ル 社 会 な ら で は の 問

題 に 悩 み な が ら 、 常 に 自 分 自 身 と 向 き 合 い 模

索 す る 青 年 と し て 描 い た の で あ る 。 で は 、 ア

ル メ レ イ ダ は な ぜ こ の よ う な ハ ム レ ッ ト 像 を

築 き 上 げ た の か 。彼 は 、「 も っ と『 ハ ム レ ッ ト 』

を 身 近 な も の に し た い 。 観 客 に 新 し い 形 で 楽

し ん で も ら い た い 。 何 よ り も 親 密 な 映 画 に し

た い 」 と い う 想 い を 強 く 抱 い て い た （ Ａ ｎ ｔ

ｈ ｏ ｎ ｙ ，２ ０ １ ０ ）。ま た 、ア ル メ レ イ ダ は 、

ヤ ン ・ ス コ ッ ト に よ る 「『 ハ ム レ ッ ト 』 は 鏡 の

役 割 を 果 た し う る 」「 理 想 的 な 『 ハ ム レ ッ ト 』

と は 、 シ ェ イ ク ス ピ ア に 最 も 忠 実 で 、 同 時 に



 

11 

 

最 も 現 代 的 な 『 ハ ム レ ッ ト 』 で あ ろ う 」 と い

う 言 葉 に 背 中 を 押 さ れ 、「 シ ェ イ ク ス ピ ア の テ

ク ス ト を 用 い て 、 個 人 的 に 意 味 の あ る 現 代 的

な も の を 作 る こ と 、 若 々 し い 視 点 を 吹 き 込 む

こ と 」 を 目 標 に 掲 げ て 、 観 客 に 寄 り 添 っ た 現

代 版 の 『 ハ ム レ ッ ト 』 を 制 作 す る こ と を 決 め

た の だ （ Ａ ｌ ｍ ｅ ｒ ｅ ｙ ｄ ａ ， ｐ . ８ ）。 そ こ

で 彼 は 、 こ れ ま で の 伝 統 的 な イ メ ー ジ の 壁 を

壊 し て 、 彼 自 身 が 理 解 で き る ア メ リ カ の 若 者

が 生 き る 世 界 を 扱 っ た 。 ア ル メ レ イ ダ が 目 指

し た 、 よ り 身 近 に 感 じ ら れ る 『 ハ ム レ ッ ト 』

映 画 を 実 現 す べ く 、 現 代 の 若 者 の 姿 を 映 し 出

し た ハ ム レ ッ ト 像 を 築 き 上 げ た の だ 。  

で は 、 な ぜ ア ル メ レ イ ダ の ハ ム レ ッ ト は イ

ー サ ン ・ ホ ー ク で な け れ ば な ら な か っ た の か 。

そ の 理 由 と し て 大 き く ２ 点 挙 げ ら れ る 。 ま ず

１ つ 目 は 、 過 去 の 出 演 作 か ら 構 築 さ れ た 役 イ

メ ー ジ で あ る 。 １ ０ 代 か ら ハ リ ウ ッ ド で 活 躍

し て い た イ ー サ ン ・ ホ ー ク だ が 、 乗 っ て い た

飛 行 機 が 雪 山 に 墜 落 し て 酷 い 目 に 遭 う 『 生 き
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て こ そ 』（ １ ９ ９ ３ ）、 生 ま れ た 瞬 間 か ら 「 劣

等 種 」と 烙 印 を 押 さ れ る『 ガ タ カ 』（ １ ９ ９ ７ ）

な ど 、 い つ も 追 い 詰 め ら れ た 酷 い 状 況 下 を 生

き る 役 柄 で 力 を 発 揮 し て き た こ と か ら 、 悲 劇

の 中 で 葛 藤 し な が ら 自 己 の 内 面 に 向 き 合 う 役

イ メ ー ジ が つ い て い る こ と が 分 か る （ Ｌ ａ ｓ

ｋ ｉ ｎ ， ２ ０ ２ ０ ）。  

２ つ 目 は 、 過 去 作 品 で の 経 験 で あ る 。 ブ ロ

ッ ク バ ス タ ー 映 画 の 主 役 と い う タ イ プ で は な

く 、 ア ー ト 系 の 映 画 や イ ン デ ィ 映 画 に も 好 ん

で 出 演 す る 俳 優 で あ っ た イ ー サ ン ・ ホ ー ク は 、

低 予 算 で あ り な が ら 制 作 者 の メ ッ セ ー ジ や 個

人 的 な 視 点 を 反 映 す る イ ン デ ィ ペ ン デ ン ト 映

画 に こ だ わ る ア ル メ レ イ ダ に と っ て 理 想 形 で

あ っ た と 言 え る 。 ア ル メ レ イ ダ は イ ー サ ン ・

ホ ー ク に つ い て 「 彼 が い な け れ ば 、 こ の 映 画

は 存 在 し な か っ た だ ろ う 」 と 述 べ 、 彼 ら の 関

係 は 親 密 に 続 き 、 そ の 後 『 シ ン ベ リ ン 』（ ２ ０

１ ４ ）、『 テ ス ラ  エ ジ ソ ン が 恐 れ た 天 才 』（ ２

０ ２ １ ） で も 再 び タ ッ グ を 組 ん で い る （ Ａ ｎ
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ｔ ｈ ｏ ｎ ｙ ， ２ ０ １ ０ ）。  

こ れ ら ２ つ の 理 由 に 加 え て 、 ア ル メ レ イ ダ

は 、 ハ ム レ ッ ト の 年 齢 の 若 さ に こ だ わ り 、 効

果 的 に 活 用 し て い る 。 彼 は 、『 ハ ム レ ッ ト 』 を

可 能 な 限 り 身 近 な も の に し た い と 望 む 中 で 、

「 過 去 に ハ ム レ ッ ト を 演 じ た 他 の 俳 優 た ち は 、

た い て い 歳 を 取 り す ぎ て い た 。 ハ ム レ ッ ト が

抱 え る 悩 み は 、 若 者 の ジ レ ン マ で あ る 」 と 語

っ た （ Ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｎ ｙ ， ２ ０ １ ０ ）。 か つ て の

『 ハ ム レ ッ ト 』 の 映 画 作 品 で ハ ム レ ッ ト を 演

じ た 俳 優 ら は 映 画 公 開 当 時 、 オ リ ヴ ィ エ は ４

１ 歳 、 ブ ラ ナ ー は ３ ６ 歳 と 、 原 作 に お け る ハ

ム レ ッ ト の 推 定 年 齢 で あ る ３ ０ 歳 よ り も 年 上

で あ っ た が 、 若 い 現 代 人 の 悩 み に 焦 点 を 当 て

た ア ル メ レ イ ダ は 撮 影 当 時 ２ ７ 歳 の イ ー サ

ン ・ ホ ー ク を 起 用 し て い る 。 主 演 を ２ ０ 代 の

俳 優 が 務 め た の は 、『 ハ ム レ ッ ト 』 映 画 史 上 初

め て の こ と で あ っ た （ Ａ ｌ ｍ ｅ ｒ ｅ ｙ ｄ ａ ，

ｐ ． ８ ）。  

以 上 か ら 、 観 客 に と っ て 身 近 に 感 じ ら れ る
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現 代 版 『 ハ ム レ ッ ト 』 映 画 を 制 作 す べ く 、 資

本 主 義 的 価 値 に 囚 わ れ た 閉 鎖 的 な 世 界 で ア イ

デ ン テ ィ テ ィ に 悩 む 現 代 の 若 者 ら し い ハ ム レ

ッ ト 像 を 実 現 す る た め に は 、 ア ル メ レ イ ダ が

考 え る イ メ ー ジ と 、 俳 優 の 過 去 の 役 イ メ ー ジ

や 出 演 経 験 が 適 合 す る 、 イ ー サ ン ・ ホ ー ク が

ふ さ わ し か っ た の だ と 言 え る 。  
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１ ． ３ ア ル メ レ イ ダ 監 督 作 『 ハ ム レ ッ ト 』 の

位 置 づ け  

ア ル メ レ イ ダ は 、 ケ ネ ス ・ ブ ラ ナ ー 監 督 の

『 ハ ム レ ッ ト 』（ １ ９ ９ ６ ） の よ う な 豪 華 で ダ

イ ナ ミ ッ ク な 歴 史 的 映 画 、 成 熟 し た 主 人 公 と

は 対 抗 す る 脚 色 を 考 え て い た （ Ａ ｌ ｍ ｅ ｒ ｅ

ｙ ｄ ａ ， ｐ ． ７ ）。 さ ら に 、 オ ー ソ ン ・ ウ ェ ル

ズ 監 督 の 『 マ ク ベ ス 』（ １ ９ ４ ８ ） の ラ フ な 演

出 に 影 響 を 受 け 、 親 し み や す く 生 き 生 き と し

た シ ェ イ ク ス ピ ア 映 画 を 制 作 す る の に 豪 華 な

演 出 は 必 要 な い と 考 え 、 イ ン デ ィ ペ ン デ ン ト

映 画 の 制 作 を 試 み た （ Ａ ｌ ｍ ｅ ｒ ｅ ｙ ｄ ａ ，

２ ０ ０ ０ ， ｐ . ７ ）。 ブ ラ ナ ー の 『 ハ ム レ ッ ト 』

（ １ ９ ９ ６ ） の よ う に 約 １ ８ ０ ０ 万 ド ル と い

う 巨 額 の 費 用 を 投 じ た 作 品 と は 異 な り 、 約 ２

０ ０ 万 ド ル と い う 低 予 算 内 で ア ー テ ィ ス テ ィ

ッ ク な 映 像 や 多 様 な 撮 影 技 法 を 用 い 、 成 功 を

収 め て い る （ Ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｎ ｙ ， ２ ０ １ ０ ）。  

彼 は 、 伝 統 的 な シ ェ イ ク ス ピ ア の 戯 曲 を そ

の ま ま 映 画 化 す る の で は な く 、 現 代 の 社 会 や
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人 間 の 姿 を 映 し 出 す も の と し て 、『 ハ ム レ ッ ト 』

映 画 を 翻 案 し た 。 こ の こ と か ら 、 ア ル メ レ イ

ダ 監 督 の 『 ハ ム レ ッ ト 』（ ２ ０ ０ ０ ） は 、 シ ェ

イ ク ス ピ ア の 戯 曲 と グ ロ ー バ ル 世 界 の 権 力 欲

と 肉 欲 に ま み れ た 資 本 主 義 社 会 を 掛 け 合 わ せ 、

前 衛 的 な 革 新 を 遂 げ た 作 品 と し て 位 置 づ け ら

れ る 。 ニ ュ ー ヨ ー ク の 企 業 を 舞 台 に 移 し て 翻

案 す る 上 で 、 ア ル メ レ イ ダ 自 身 が 理 解 で き る

ア メ リ カ 的 な 言 葉 で 映 画 を 制 作 す る た め に 、

キ ャ ス ト の ほ ぼ 全 員 、 ア メ リ カ 人 を 起 用 し た

こ と も 特 徴 だ （ Ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｎ ｙ ， ２ ０ １ ０ ）。

ゼ フ ィ レ ッ リ 監 督 の 『 ハ ム レ ッ ト 』 も 同 様 に

ハ リ ウ ッ ド ス タ ー を 起 用 し た ア メ リ カ 映 画 で

あ る が 、 ク ロ ー デ ィ ア ス 役 の ア ラ ン ・ ベ イ ツ

や 、 オ フ ィ ー リ ア 役 の ヘ レ ナ ・ ボ ナ ム ＝ カ ー

タ ー な ど イ ギ リ ス 出 身 の 俳 優 も 起 用 し て い る 。

ア ル メ レ イ ダ は ア メ リ カ 人 俳 優 を 積 極 的 に 起

用 す る こ と で 、 ア メ リ カ の グ ロ ー バ ル 企 業 が

支 配 す る 世 界 を よ り リ ア ル に 映 し 出 そ う と し

た こ と が わ か る 。  
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こ の よ う に 現 代 的 な 作 品 に 作 り 上 げ て い る

一 方 で 、 シ ェ イ ク ス ピ ア の 原 文 を 継 承 し 、 オ

リ ヴ ィ エ 監 督 作 『 ハ ム レ ッ ト 』 か ら も 影 響 を

受 け て い る 。 例 え ば 、 物 語 か ら 政 治 的 要 素 を

排 除 し 、 家 族 ド ラ マ や ハ ム レ ッ ト の 心 理 に 焦

点 を 当 て て い る 点 が 挙 げ ら れ る（ Ｃ ｉ ｅ œ ｌ ａ

ｋ ， ｐ ． １ １ ０ ）。 ア ル メ レ イ ダ は 、 ハ ム レ ッ

ト の 心 理 状 態 に つ い て 、 オ リ ヴ ィ エ や ゼ フ ィ

レ ッ リ と 同 様 に 、 ジ ー ク ム ン ト ・ フ ロ イ ト の

心 理 学 的 ア プ ロ ー チ を 採 用 し て お り 、 フ ロ イ

ト が 提 示 し た エ デ ィ プ ス ・ コ ン プ レ ッ ク ス と

い う 概 念 に 基 づ い て 、 ハ ム レ ッ ト と そ の 母 親

で あ る ガ ー ト ル ー ド の 関 係 性 を 描 い て い る 。

し か し 、 オ リ ヴ ィ エ や ゼ フ ィ レ ッ リ の 作 品 ほ

ど 性 愛 感 情 に つ い て は 強 調 さ れ て お ら ず 、 ア

ル メ レ イ ダ は エ デ ィ プ ス ・ コ ン プ レ ッ ク ス の

概 念 の 他 に 、フ ロ イ ト が 行 っ た ホ フ マ ン の「 砂

男 」 の 分 析 か ら も 着 想 を 得 て い る と 指 摘 さ れ

て い る （ Ｃ ｏ ｏ ｋ ， ２ ０ １ ２ ）。「 砂 男 」 の 分

析 に て 、 フ ロ イ ト は 、「 繰 り 返 し 現 れ る モ チ ー
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フ に よ り 、 一 度 抑 圧 に よ っ て 忘 れ ら れ た も の

が 回 帰 す る と き に 人 は 不 気 味 と い う 感 情 を 抱

く 」 と 唱 え た （ Ｆ ｒ ｅ ｕ ｄ ， １ ９ １ ９ ， ｐ ．

１ ３ ）。 実 際 、 ア ル メ レ イ ダ の 作 品 で は 、 ビ デ

オ に よ る 「 繰 り 返 し 」 の モ チ ー フ が 多 用 さ れ

て お り 、 ハ ム レ ッ ト は ビ デ オ を 通 し て 過 去 を

追 体 験 す る こ と で 不 気 味 さ を 感 じ 、 繰 り 返 さ

な け れ ば な ら な い と い う 強 迫 観 念 に 駆 ら れ て

い る の で あ る 。  

以 上 の こ と か ら 、 ア ル メ レ イ ダ の 『 ハ ム レ

ッ ト 』 は 、 オ リ ヴ ィ エ の 作 品 か ら の 伝 統 を 踏

襲 し つ つ 、 シ ェ イ ク ス ピ ア の 戯 曲 と 現 代 の デ

ジ タ ル ・ メ デ ィ ア を 融 合 さ せ る こ と で 、 新 し

い ハ ム レ ッ ト の イ メ ー ジ を 形 成 し 、現 代 版『 ハ

ム レ ッ ト 』 を 誕 生 さ せ て い る 。 ま た 、 イ ン タ

ビ ュ ー で は 直 接 述 べ ら れ て い な い が 、 オ フ ィ

ー リ ア の イ メ ー ジ に お い て も １ ９ 世 紀 の オ フ

ィ ー リ ア の イ メ ー ジ か ら 変 更 さ れ て い る と 考

え ら れ る た め 、 第 ２ 章 で は 映 像 や テ ク ス ト か

ら ハ ム レ ッ ト 像 に 加 え て オ フ ィ ー リ ア 像 の 特
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徴 に つ い て も 分 析 し て い く 。  
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第 ２ 章 ： ア ル メ レ イ ダ の 『 ハ ム レ ッ ト 』 翻

案 の 方 法 ： テ ク ス ト と 映 像 の 分 析  

２ ． １ ハ ム レ ッ ト と オ フ ィ ー リ ア の 台 詞 分 析  

シ ェ イ ク ス ピ ア の テ ク ス ト は 、 脚 本 に す る

上 で 舞 台 用 の 作 品 か ら 映 画 に 適 し た 形 に 変 換

す る た め に カ ッ ト さ れ た り 、 ア レ ン ジ さ れ た

り す る 。 監 督 が 切 り 取 る こ と で 再 構 成 さ れ た

脚 本 の テ ク ス ト は 、 シ ェ イ ク ス ピ ア の 原 作 に

対 す る 監 督 の 解 釈 を 知 る 重 要 な 手 掛 か り と な

る と さ れ る（ Ｃ ｒ ｏ ｗ ｌ ，２ ０ １ ４ ，ｐ . ３ ０ ）。

ア ル メ レ イ ダ の 『 ハ ム レ ッ ト 』 は 全 体 で １ 時

間 ５ ２ 分 と 、 ２ 時 間 ３ ５ 分 の オ リ ヴ ィ エ の 作

品 や ４ 時 間 ２ 分 の ブ ラ ナ ー の 作 品 な ど 他 の

『 ハ ム レ ッ ト 』 映 画 と 比 較 し て も か な り 短 時

間 で 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 映 画 は 第 一 に 視

覚 に 訴 え る メ デ ィ ア で あ る た め 、 舞 台 に お い

て 重 要 と な る 台 詞 、 俳 優 と い っ た 要 素 に 加 え

て 視 覚 的 な イ メ ー ジ や 風 景 に も 依 存 す る こ と

で 膨 大 な 言 葉 で 表 さ れ る イ メ ー ジ を 表 現 し て

い る （ Ｃ ｒ ｏ ｗ ｌ ， ２ ０ １ ４ ， ｐ . ３ １ ）。 ア
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ル メ レ イ ダ が シ ェ イ ク ス ピ ア の『 ハ ム レ ッ ト 』

を ど う 解 釈 し て い た の か 、 第 １ 章 で 言 及 し て

き た ア ル メ レ イ ダ の 意 図 は 映 画 に ど う 反 映 さ

れ て い る の か 。 こ れ ら を 解 明 す る た め に 、 ま

ず は 映 画 で 使 用 さ れ た テ ク ス ト に 注 目 し て 作

品 分 析 を 行 っ た 後 に 、 演 出 方 法 に つ い て も 分

析 し て い く 。  

は じ め に 、 ハ ム レ ッ ト と い う キ ャ ラ ク タ ー

に 対 す る ア ル メ レ イ ダ の 解 釈 を 知 る た め 、 ハ

ム レ ッ ト の 思 考 や 感 情 が 表 明 さ れ る 独 白 部 分

の テ ク ス ト を 原 文 と 比 較 す る 。  

第 １ 幕 第 ５ 場 の 第 ２ 独 白 は 、 父 親 が 亡 霊 と

し て ハ ム レ ッ ト の 前 に 現 れ 、 消 え 去 っ た 場 面

の 直 後 に あ る が 、 脚 本 で は 全 文 削 ら れ た 。 こ

こ で は 、 以 下 の 台 詞 の よ う に 復 讐 と い う 重 大

な 責 務 を 負 わ さ れ 、 怖 気 づ い た ハ ム レ ッ ト が

自 身 を 奮 い 立 た せ る よ う な 言 葉 が 並 べ ら れ て

い る 。  

 

 “ O  f i e !  H o l d ,  h o l d ,  m y  h e a r t ,  
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A n d  y o u ,  m y  s i n e w s ,  g r o w  n o t  i n s t a n t   

o l d ,  

B u t  b e a r  m e  s t i f f l y  u p . ”  ( 1 . 5 . 9 3 - 9 5 )  

 

こ の よ う な 感 情 高 ぶ る ハ ム レ ッ ト の 台 詞 の 削

除 か ら 、 テ ク ノ ロ ジ ー の 発 展 に よ り 直 接 的 に

感 情 を 表 出 す る こ と が 少 な く な り 、 自 身 の 心

情 を 露 に す る こ と が で き な い 現 代 の 若 者 ら し

さ を 演 出 し て い る 。 ま た 、 先 王 ハ ム レ ッ ト の

亡 霊 が 消 え 去 っ た 後 に は 以 下 の 、 世 の 中 の 非

情 さ を 嘆 く 台 詞 に 続 い て 、 デ ン マ ー ク ・ コ ー

ポ レ ー シ ョ ン の ロ ゴ が 映 し 出 さ れ る 。  

 

“ T h e  t i m e  i s  o u t  o f  j o i n t .  O  c u r s e d  s p i t e  

T h a t  e v e r  I  w a s  b o r n  t o  s e t  i t  r i g h t ! ”  

( 1 . 5 . 1 8 9 - 1 9 0 )  

 

こ れ ら の 、 世 の 中 へ の 憂 鬱 な 気 持 ち や 企 業 社

会 の 権 力 の 強 さ を 強 調 す る 演 出 に 加 え て 、 第

２ 独 白 で の 父 の 死 の 復 讐 を 誓 う 台 詞 が 削 除 さ
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れ て い る こ と か ら 、 父 の た め を 想 う 気 持 ち の

表 現 を 減 ら す こ と で 、 ハ ム レ ッ ト は 父 の 死 だ

け で な く 、 権 力 欲 に ま み れ た 企 業 社 会 に 嫌 悪

感 を 抱 い て い る と い う 印 象 を 観 客 に 与 え て い

る 。  

第 ２ 幕 第 ２ 場 の 第 ３ 独 白 は 、 作 り 話 で あ っ

て も そ の 人 物 に な り 切 っ て 全 身 で 演 じ る こ と

の で き る 役 者 と 、 動 機 が あ る に も 関 わ ら ず 行

動 す る こ と が で き な い 自 分 を 比 較 し て い る 。

こ こ で は 、 役 者 と の 比 較 か ら 自 身 を 卑 下 す る

台 詞 が 削 減 さ れ 、 ク ロ ー デ ィ ア ス の 罪 の 証 拠

を 手 に 入 れ る た め の 策 を 講 じ る 部 分 が 残 さ れ

て い る 。 第 ３ 独 白 で の 、 他 人 と 比 べ て は 自 分

の 行 動 を 責 め る 台 詞 を な く す こ と で 、 他 者 を

気 に す る こ と な く 自 分 だ け の 世 界 に 閉 じ こ も

り 、 人 と の 関 係 性 が 遮 断 さ れ て い る 印 象 を 与

え て い る 。  

 こ の よ う な 手 法 は 、 第 ４ 幕 第 ４ 場 の 第 ７ 独

白 で も 見 ら れ た 。 第 ７ 独 白 で 削 除 さ れ て い る

台 詞 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。  
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“ W i t n e s s  t h i s  a r m y  o f  s u c h  m a s s  a n d  

c h a r g e ,  

L e d  b y  a  d e l i c a t e  a n d  t e n d e r  p r i n c e ,  

W h o s e  s p i r i t  w i t h  d i v i n e  a m b i t i o n  p u f f e d  

M a k e s  m o u t h s  a t  t h e  i n v i s i b l e  e v e n t ,  

E x p o s i n g  w h a t  i s  m o r t a l  a n d  u n s u r e  

T o  a l l  t h a t  f o r t u n e ,  d e a t h ,  a n d  d a n g e r   

d a r e ,  e v e n  f o r  a n  e g g s h e l l ”  ( 4 . 4 . 3 8 - 4 4 )  

 

“ w h i l e ,  t o  m y  s h a m e ,  I  s e e  

T h e  i m m i n e n t  d e a t h  o f  t w e n t y  t h o u s a n d  

m e n  

T h a t  f o r  a  f a n t a s y  a n d  t r i c k  o f  f a m e   

G o  t o  t h e i r  g r a v e s  l i k e  b e d s ,  f i g h t  f o r   

a  p l o t  

W h e r e o n  t h e  n u m b e r s  c a n n o t  t r y  t h e  c a u s e ,  

W h i c h  i s  n o t  t o m b  e n o u g h  a n d  c o n t i n e n t  

T o  h i d e  t h e  s l a i n . ”  ( 4 . 4 . 5 0 - 5 6 )  
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ア ル メ レ イ ダ の 映 画 で は ノ ル ウ ェ ー 王 子 の フ

ォ ー テ ィ ン ブ ラ ス が 登 場 し な い こ と が 、 こ の

台 詞 の 削 除 の 大 き な 理 由 だ と 考 え ら れ る 。 し

か し 、 そ れ に 加 え て 第 ３ 独 白 と 同 様 に 、 他 人

と 比 較 し て ハ ム レ ッ ト 自 身 を 責 め る 部 分 を 削

っ て い る こ と か ら 、 他 者 が い な い 一 人 一 人 が

孤 立 し た 社 会 で 生 き る 人 間 の イ メ ー ジ を 築 き 、

企 業 や 資 本 が 中 心 と な っ て 人 間 が 周 縁 に 追 い

や ら れ 、 人 間 同 士 の 関 係 性 を 持 た な く な る よ

う な 疎 外 感 を 強 調 し て い る こ と が 分 か る 。  

第 ３ 幕 第 ２ 場 の 第 ５ 独 白 は 、 劇 中 劇 の 直 後

に あ り 、 ク ロ ー デ ィ ア ス に よ る 父 親 の 毒 殺 に

確 信 を 持 っ た ハ ム レ ッ ト が 決 意 を 新 た に す る

シ ー ン で あ る 。 こ こ で は 、 前 半 部 分 の 復 讐 と

し て ど ん な に 恐 ろ し い こ と も や っ て の け る 意

志 を 強 く 見 せ る 台 詞 は そ の ま ま 使 わ れ て い る 。

一 方 で 、 以 下 の 人 情 に つ い て 語 る 後 半 部 分 は

丸 ご と 削 除 さ れ た 。  

 

“ S o f t ,  n o w  t o  m y  m o t h e r .   
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O  h e a r t ,  l o s e  n o t  t h y  n a t u r e ;  l e t  n o t   

e v e r  

T h e  s o u l  o f  N e r o  e n t e r  t h i s  f i r m  b o s o m .  

L e t  m e  b e  c r u e l ,  n o t  u n n a t u r a l .  

I  w i l l  s p e a k  d a g g e r s  t o  h e r ,  b u t  u s e  n o n e .  

M y  t o n g u e  a n d  s o u l  i n  t h i s  b e  h y p o c r i t e s :  

H o w  i n  m y  w o r d s  s o m e v e r  s h e  b e  s h e n t ,  

T o  g i v e  t h e m  s e a l s  n e v e r ,  m y  s o u l ,   

c o n s e n t . ”  ( 3 . 2 . 3 8 1 - 3 8 8 )  

 

人 情 を 忘 れ な い よ う に と 強 く 語 る 部 分 に 触 れ

る こ と な く 後 に 続 い て い る こ と か ら 、 感 受 性

豊 か で 感 情 的 な ロ マ ン 派 の ハ ム レ ッ ト と は 違

っ て 、 物 質 的 な 価 値 に 支 配 さ れ た こ と で 精 神

的 な 豊 か さ を 見 失 い 、 人 間 の 繋 が り や 感 情 が

薄 れ た ハ ム レ ッ ト の イ メ ー ジ に 変 化 し て い る

と 言 え る 。  

次 に 、 オ フ ィ ー リ ア の キ ャ ラ ク タ ー に 対 す

る ア ル メ レ イ ダ の 解 釈 を 知 る た め 、 他 の 登 場

人 物 と の 対 話 の 中 で の オ フ ィ ー リ ア の 台 詞 を
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原 文 と 比 較 す る 。  

オ フ ィ ー リ ア の 台 詞 は 、 脚 本 に お い て も 原

文 通 り に 使 用 さ れ て い る シ ー ン が 多 い が 、 彼

女 の 周 り の 大 人 た ち と の 対 話 の 中 で 特 徴 的 な

台 詞 の カ ッ ト が あ る 。  

ま ず 、 第 １ 幕 第 ３ 場 で レ ア ー テ ィ ー ズ が オ

フ ィ ー リ ア に 対 し て ハ ム レ ッ ト と の 関 係 性 に

注 意 を し 、 伝 え た 忠 告 を 忘 れ な い よ う 咎 め る

台 詞 に 対 す る オ フ ィ ー リ ア の 以 下 の 返 答 が 削

ら れ た 。  

 

“ ‘ T i s  i n  m y  m e m o r y  l o c k e d ,   

A n d  y o u  y o u r s e l f  s h a l l  k e e p  t h e  k e y  o f  

i t . ”  ( 1 . 3 . 8 5 - 8 6 )  

 

第 １ 幕 第 ３ 場 で は 、 ポ ロ ー ニ ア ス も レ ア ー

テ ィ ー ズ 同 様 に 、 ハ ム レ ッ ト と は 話 を 交 わ さ

ぬ よ う 伝 え 、 父 親 の 言 い つ け を 守 る よ う に 忠

告 す る が 、 こ れ に 対 す る オ フ ィ ー リ ア の 返 答

で あ る “ I  s h a l l  o b e y ,  m y  l o r d . ” ( 1 . 3 . 1 3 6 ) も カ
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ッ ト さ れ た 。 ど ち ら も 、 オ フ ィ ー リ ア の 兄 、

父 親 の 言 い つ け に 対 し て 無 言 を 貫 く こ と で 、

素 直 に 従 わ な い 反 抗 心 を 示 し て い る 。  

こ れ は 、 第 ３ 幕 第 １ 場 で の ガ ー ト ル ー ド と

の 会 話 に も 見 ら れ た 。 以 下 が 、 ガ ー ト ル ー ド

に よ る オ フ ィ ー リ ア へ の 言 い つ け で あ る 。  

 

“ I  s h a l l  o b e y  y o u .  

A n d  f o r  y o u r  p a r t ,  O p h e l i a ,  I  d o  w i s h   

T h a t  y o u r  g o o d  b e a u t i e s  b e  t h e  h a p p y   

c a u s e  

O f  H a m l e t ’ s  w i l d n e s s .  

S o  s h a l l  I  h o p e  y o u r  v i r t u e s  

W i l l  b r i n g  h i m  t o  h i s  w o n t e d  w a y  a g a i n ,  

T o  b o t h  y o u r  h o n o r s . ”  ( 3 . 1 . 3 9 - 4 3 )  

 

上 記 の 言 葉 に 対 す る オ フ ィ ー リ ア の 返 答 で

あ る “ M a d a m ,  I  w i s h  i t  m a y . ” ( 3 . 1 . 4 4 ) は 削 除 さ

れ た 。 こ の よ う に 、 オ フ ィ ー リ ア の 返 事 を カ

ッ ト す る こ と で 、 周 囲 の 大 人 に 歯 向 か う イ メ
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ー ジ を 与 え 、 弱 く 従 属 的 な 女 性 か ら 、 周 り の

大 人 や 社 会 に よ っ て 支 配 さ れ る 疎 外 ・ 監 禁 と

闘 う 自 律 し た 女 性 と い う 新 し い オ フ ィ ー リ ア

像 を 構 築 し て い る 。  

以 上 よ り 、 脚 本 の テ ク ス ト に お い て ハ ム レ

ッ ト の 他 者 と の 関 係 性 を 強 く 意 識 し た 台 詞 や 、

オ フ ィ ー リ ア の 弱 々 し く 従 属 的 な 台 詞 を 削 除

し 、 グ ロ ー バ リ ズ ム に よ る 権 力 に 支 配 さ れ 、

企 業 が 絶 対 的 な 力 を 持 ち 、 精 神 的 な 価 値 が 脆

く な っ て し ま っ て い る 社 会 へ の 嫌 悪 感 を 語 る

台 詞 に 注 目 が あ た る よ う に 工 夫 す る こ と に よ

っ て 、 ア ル メ レ イ ダ が イ メ ー ジ す る ハ ム レ ッ

ト 、 オ フ ィ ー リ ア を 形 作 る こ と が で き た と 言

え る 。  
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２ ． ２ ア ル メ レ イ ダ と オ リ ヴ ィ エ の 『 ハ ム レ

ッ ト 』 に お け る 演 出 比 較  

理 想 の ハ ム レ ッ ト 、 オ フ ィ ー リ ア の イ メ ー

ジ を 表 現 す る た め に テ ク ス ト の 編 集 に 加 え て

ど の よ う な 演 出 上 の 工 夫 が 凝 ら さ れ て い る の

だ ろ う か 。 １ ９ 世 紀 の 繊 細 で メ ラ ン コ リ ッ ク

な ハ ム レ ッ ト 像 を 実 体 化 し 、 何 十 年 も の 間 ハ

ム レ ッ ト 映 画 の テ ン プ レ ー ト と し て 伝 統 的 に

受 け 継 が れ て き た オ リ ヴ ィ エ の『 ハ ム レ ッ ト 』

（ １ ９ ４ ８ ） の 演 出 と の 比 較 を 通 し て 考 え て

い く 。  

ま ず 注 目 す べ き は 、 ハ ム レ ッ ト 初 登 場 の 場

面 だ 。 第 一 印 象 は キ ャ ラ ク タ ー の イ メ ー ジ を

形 成 す る 重 要 な 要 素 で あ る 。 オ リ ヴ ィ エ の ハ

ム レ ッ ト は 椅 子 に 座 っ て 、 頬 杖 を つ き な が ら

物 思 い に ふ け っ て い る よ う な 様 子 で 登 場 す る 。

登 場 か ら 、 広 間 に い た 全 員 が 退 出 し て 第 １ 独

白 が 始 ま る ま で 椅 子 か ら 一 歩 も 動 く こ と が な

い ハ ム レ ッ ト か ら は 、 憂 鬱 で な よ な よ し い 印

象 を 受 け る 。 一 方 、 ア ル メ レ イ ダ の ハ ム レ ッ
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ト は ク ロ ー デ ィ ア ス と ガ ー ト ル ー ド の 結 婚 式

の 場 面 が 初 登 場 シ ー ン だ 。 こ こ で の ハ ム レ ッ

ト は ひ た す ら 真 顔 で 無 言 の ま ま 、 ビ デ オ を 撮

影 し て い る 。 ビ デ オ を 撮 影 す る こ と で 、 心 の

中 で 渦 巻 く 感 情 や 思 考 が 消 え 去 っ て し ま わ な

い よ う に 、 映 像 と し て 不 滅 化 し て い る の だ 。

そ の 姿 か ら は 悲 し み や 怒 り の 感 情 は 感 じ ら れ

ず 、 先 王 ハ ム レ ッ ト の 息 子 と い う よ り も 、 一

人 の カ メ ラ マ ン と し て 結 婚 式 を 見 て い る よ う

に 思 わ れ る 。 オ リ ヴ ィ エ の ハ ム レ ッ ト と 比 較

す る と 、 客 観 的 で 冷 静 沈 着 で あ り 、 世 の 中 に

対 し て 傍 観 的 な 印 象 を 受 け る 。 こ の 初 登 場 シ

ー ン の イ メ ー ジ は 、 ア ル メ レ イ ダ が 考 え る 新

し い ハ ム レ ッ ト の 登 場 を 印 象 づ け る 場 面 と な

っ た 。  

次 に 、 ア ル メ レ イ ダ の 『 ハ ム レ ッ ト 』 に て

大 き な 特 徴 と な っ て い る 、 ビ デ オ 日 記 に つ い

て 見 て い く 。 イ ー サ ン ・ ホ ー ク が 演 じ る ハ ム

レ ッ ト は 、 自 身 が 撮 影 し た 映 像 を 繰 り 返 し 眺

め な が ら 考 え 事 を す る 。 第 １ 幕 第 ２ 場 の 第 １
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独 白 は 、 過 去 の 先 王 ハ ム レ ッ ト と ガ ー ト ル ー

ド の 親 密 な 様 子 の 映 像 を 真 剣 な ま な ざ し で 見

る ハ ム レ ッ ト を 映 し 出 し な が ら 、 ボ イ ス オ ー

バ ー で 語 ら れ る 。 ま た 、 第 ３ 幕 第 １ 場 の 第 ４

独 白 の 冒 頭 部 分 で あ る “ t o  b e ,  o r  n o t  t o  

b e ” ( 3 . 1 . 5 8 ) の み が 繰 り 返 さ れ る 場 面 で は 、 上

記 の 台 詞 を 口 に し な が ら ピ ス ト ル を 自 ら の 頭

や 咽 に 当 て 自 殺 を 試 み る ハ ム レ ッ ト の 様 子 を

撮 っ た ビ デ オ が 流 れ る 。 第 ２ 幕 第 ２ 場 の 第 ３

独 白 も 、 第 １ 独 白 と 同 様 に ビ デ オ を 見 る ハ ム

レ ッ ト の 姿 を 映 し 出 す と と も に ボ イ ス オ ー バ

ー で 流 れ る 。 雑 然 と し た 部 屋 の 中 で 映 像 を 再

生 し て は 巻 き 戻 し て 見 る 様 子 か ら は 、 ハ ム レ

ッ ト の 回 顧 的 な 性 格 が 表 れ て い る 。  

オ リ ヴ ィ エ の 『 ハ ム レ ッ ト 』 で は 、 ハ ム レ

ッ ト の 独 白 は 直 接 観 客 に 向 け て 語 ら れ 、 曇 っ

た 表 情 や 、ぐ る ぐ る と そ の 場 を 練 り 歩 く 動 き 、

涙 を こ ら え た 話 し 方 や 抑 揚 な ど か ら 、 怒 り や

悲 し み 、 憂 鬱 な 心 情 が そ の ま ま 伝 わ っ て く る

が 、 ア ル メ レ イ ダ の ハ ム レ ッ ト が ビ デ オ を 見
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る ど の 場 面 に お い て も 、 彼 の 表 情 や 声 の 調 子

は 変 わ ら ず 、 喜 怒 哀 楽 が 見 え な い 。  

こ れ ら と 同 じ よ う な 演 出 と し て ハ ム レ ッ ト

が 鏡 の 中 の 自 分 を 見 つ め な が ら 語 る 場 面 が あ

る 。 第 ４ 幕 第 ４ 場 の 第 ７ 独 白 だ 。 第 ７ 独 白 は

イ ギ リ ス に 向 か う 飛 行 機 内 の 洗 面 台 の 鏡 に 向

か っ て 語 ら れ る 。 ハ ム レ ッ ト は 鏡 に 映 る 自 分

か ら 目 を そ ら す こ と な く ど こ か 怒 り の 感 情 を

押 し 殺 す よ う に 話 し て い る 。 こ の よ う に 、 ビ

デ オ や 鏡 に 映 る 自 分 自 身 を 見 る こ と で 自 己 と

向 き 合 い 分 析 す る 姿 か ら は １ ９ 世 紀 の ハ ム レ

ッ ト と 比 べ る と 、 よ り 孤 独 で 感 情 を 抑 圧 す る

性 格 の ハ ム レ ッ ト 像 が 作 り 上 げ ら れ て い る 。

こ の こ と に 対 し て 、サ ミ ュ エ ル ・ ク ロ ウ ル は 、

「 ハ ム レ ッ ト は 、 ス ク リ ー ン に 映 る 自 分 し か

見 つ け る こ と が で き な い よ う だ 」  と 、 他 者 と

の 関 係 性 が 薄 れ 、 閉 鎖 的 な 世 界 で 自 己 を 模 索

し 、 疎 外 感 に 苦 し み な が ら 葛 藤 す る ハ ム レ ッ

ト の 姿 を 指 摘 し て い る （ Ｃ ｉ ｅ œ ｌ ａ ｋ ， ｐ ．

１ １ ６ ）  。  
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ま た 、 ア ル メ レ イ ダ が 描 く ハ ム レ ッ ト と オ

フ ィ ー リ ア の 特 徴 と し て 、 権 力 に 支 配 さ れ た

資 本 主 義 世 界 へ の 反 抗 心 や 周 り の 人 々 に 従 属

し な い 自 律 心 を 持 っ た 人 物 で あ る 点 が 挙 げ ら

れ る 。 こ れ は 、 特 に 彼 ら の 服 装 に 顕 著 に 表 れ

て い る 。  

オ リ ヴ ィ エ の ハ ム レ ッ ト は 、 デ ン マ ー ク 王

子 ら し い 白 い シ ャ ツ に 派 手 な 装 飾 が 施 さ れ た

ジ ャ ケ ッ ト と い っ た 高 貴 な 服 装 を し て い る 一

方 で 、 ア ル メ レ イ ダ の ハ ム レ ッ ト は 社 長 の 息

子 ら し く シ ン プ ル な ス ー ツ や ジ ャ ケ ッ ト を 着

用 し て い る 。 し か し 、 一 部 は 会 社 の ス タ イ ル

に 従 っ て い る も の の 、 不 潔 な ヘ ア ス タ イ ル や

髭 を 剃 ら な い 顔 、 ニ ッ ト 帽 や サ ン グ ラ ス 、 だ

ら し な い シ ャ ツ な ど 会 社 の ス タ イ ル に そ ぐ わ

な い 外 見 を し て い る 。  

ま た 、 オ リ ヴ ィ エ の オ フ ィ ー リ ア は 、 女 性

ら し い レ ー ス や リ ボ ン が 装 飾 さ れ た ワ ン ピ ー

ス ド レ ス を 着 て い る が 、 ア ル メ レ イ ダ の オ フ

ィ ー リ ア は ジ ー ン ズ に ス ニ ー カ ー 、 ジ ャ ケ ッ
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ト と ラ フ な 服 装 を し て 、 長 い 髪 は き つ く 束 ね

ら れ て 化 粧 っ 気 も な い 姿 で あ る 。 ア ル メ レ イ

ダ の 『 ハ ム レ ッ ト 』 で オ フ ィ ー リ ア 役 を 演 じ

た ジ ュ リ ア ・ ス タ イ ル ズ は 過 去 に 出 演 し た 、

ジ ル ・ ジ ュ ン ガ ー 監 督 の 『 恋 の か ら さ わ ぎ 』

に お い て も １ ９ ９ ０ 年 代 後 半 の 衣 服 、 ま ば ら

な メ イ ク 、 ウ ェ ー ブ の か か っ た ロ ン グ ヘ ア と

い っ た ス タ イ ル で ヒ ロ イ ン 役 を 務 め 、 力 強 い

演 技 を 魅 せ て い た （ Ｍ ｕ ｋ ｈ ｅ ｒ ｊ ｅ ｅ ， ２

０ １ １ ）。 こ の よ う な 衣 装 は 、 ２ ０ 世 紀 の テ ィ

ー ン エ イ ジ ャ ー ら し さ を 象 徴 し て い る 。  

以 上 か ら 、 ハ ム レ ッ ト や オ フ ィ ー リ ア の 服

装 に よ っ て 、 周 り の 人 々 の 支 配 に 従 属 ・ 依 存

す る の を や め 、 抵 抗 し 、 自 律 し よ う と す る 意

志 を 表 し て い る と 言 え る 。  

新 し い オ フ ィ ー リ ア の イ メ ー ジ と し て 挙 げ

ら れ る 抵 抗 や 自 律 は 、 第 ４ 幕 第 ５ 場 の 演 出 に

も 表 れ て い る 。愛 す る ハ ム レ ッ ト に 裏 切 ら れ 、

父 親 の ポ ロ ー ニ ア ス を も 失 っ た オ フ ィ ー リ ア

は 、 狂 気 に 陥 る 。 オ リ ヴ ィ エ の オ フ ィ ー リ ア
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は 、 突 然 一 点 を 見 つ め な が ら 歌 い だ し て は 、

泣 い た り 笑 っ た り と 精 神 状 態 が か な り 不 安 定

で 弱 々 し く 、 ヒ ス テ リ ッ ク な 様 子 を 見 せ る 。

一 方 で ア ル メ レ イ ダ の オ フ ィ ー リ ア は 、 グ ッ

ゲ ン ハ イ ム 美 術 館 で ク ロ ー デ ィ ア ス と ガ ー ト

ル ー ド を 前 に 周 囲 が 凍 り 付 く よ う な 力 強 い 叫

び 声 を 上 げ 、 周 り が 押 さ え つ け な け れ ば い け

な い ほ ど 暴 れ ま わ る 。 人 目 に つ く 場 所 で 大 き

な 声 を 上 げ る こ と で 、 支 配 か ら 逃 れ よ う と 抵

抗 し 、 自 分 の 居 場 所 や 存 在 を 認 め さ せ よ う と

し て い る 印 象 を 与 え て い る 。  

感 情 を ほ と ん ど 表 に 出 す こ と な く 、 デ ジ タ

ル ・ メ デ ィ ア の 使 用 に よ り 人 と の 直 接 的 な コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 減 少 し た 中 で 、 ビ デ オ を

用 い て 自 己 と 向 き 合 い 、 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を

模 索 す る ハ ム レ ッ ト の 姿 は 、 単 に 内 省 的 で 優

柔 不 断 な だ け で な く 、 閉 鎖 さ れ た 世 の 中 で 強

く 疎 外 感 を 抱 き 、 絶 対 的 権 力 を 持 つ 企 業 権 力

に 抵 抗 し よ う と す る 若 者 と し て の ハ ム レ ッ ト

を 構 成 し た 。 ま た 、 女 性 ら し い 美 し さ や 他 者
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へ の 依 存 ・ 従 属 と い っ た １ ９ 世 紀 ロ マ ン 派 の

オ フ ィ ー リ ア の イ メ ー ジ を 打 ち 消 し 、 周 り の

大 人 の 支 配 と 闘 う オ フ ィ ー リ ア の 特 徴 は 、 力

強 く 、 周 り に 流 さ れ な い 人 物 と し て の オ フ ィ

ー リ ア を 形 成 し た 。 ア ル メ レ イ ダ が 行 っ た 演

出 は 、 新 し い ハ ム レ ッ ト 、 オ フ ィ ー リ ア の 性

格 を 築 く 要 素 と な る だ け で な く 、 人 と 人 と の

関 係 性 が な く な っ て い き 、 企 業 権 力 が 圧 倒 的

に 強 く 世 の 中 を 支 配 す る 社 会 と な り 、 感 情 や

人 間 個 人 の 価 値 が 薄 れ 孤 独 を 感 じ る グ ロ ー バ

ル 時 代 の 現 代 人 ら し さ を 強 調 し 、 同 様 の 苦 悩

を 抱 く 観 客 が ハ ム レ ッ ト や オ フ ィ ー リ ア と 同

じ 視 点 に 立 っ て 作 品 を よ り 身 近 に 感 じ 、 理 解

す る た め の 演 出 で あ っ た と 言 え る 。  
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第 ３ 章 ： ア ル メ レ イ ダ に よ る 新 自 由 主 義 的

グ ロ ー バ ル 社 会 批 評 の た め の 操 作  

３ ． １ ア ル メ レ イ ダ 独 自 の 翻 案 の 分 析  

第 １ 章 、 第 ２ 章 に て 言 及 し て き た ア ル メ レ

イ ダ の ハ ム レ ッ ト と オ フ ィ ー リ ア は 、 よ り 孤

独 で 疎 外 感 を 感 じ て い る と と も に 、 周 囲 へ の

従 属 か ら 脱 却 し 、 自 律 し た 若 者 の イ メ ー ジ が

植 え 付 け ら れ て い る 。 彼 ら の 疎 外 感 は グ ロ ー

バ ル 社 会 に お け る 商 業 的 な 価 値 の 優 位 、 テ ク

ノ ロ ジ ー の 発 展 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ た 人 と

の 繋 が り の 断 絶 や 感 情 の 希 薄 化 か ら 生 ま れ て

い る と 言 え る 。 こ れ ら の テ ー マ を 深 め る た め

に 、ア ル メ レ イ ダ は 独 自 の 翻 案 を 加 え て い る 。

そ こ で 、 本 章 で は そ の 翻 案 に つ い て 考 察 す る

こ と で 、 ア ル メ レ イ ダ は 、 ２ ０ ０ ０ 年 当 時 の

資 本 主 義 社 会 を 生 き る 若 者 と し て の ハ ム レ ッ

ト や オ フ ィ ー リ ア の 苦 悩 の 背 景 、 な ら び に ハ

ム レ ッ ト の 意 識 の 変 化 に つ い て ど の よ う に 描

き 、『 ハ ム レ ッ ト 』 を 通 し て 観 客 に 何 を 伝 え よ

う と し た の か 明 ら か に し た い 。  



 

39 

 

本 章 で は 、 こ の 映 画 な ら で は の 翻 案 と し て

組 み 込 ま れ た ボ ブ ・ デ ィ ラ ン の 音 楽 “ A l l  

A l o n g  t h e  W a t c h t o w e r ” や 、 テ ィ ク ・ ナ ッ ト ・

ハ ン の “ i n t e r - b e ” に つ い て の 語 り に 焦 点 を 当

て て 考 察 す る 。  

ま ず 、 第 ５ 幕 第 １ 場 の 墓 場 の シ ー ン で の 墓

堀 人 と ハ ム レ ッ ト の 会 話 の 代 わ り に 挿 入 さ れ

た の が 、 ア メ リ カ の 音 楽 家 で あ る ボ ブ ・ デ ィ

ラ ン に よ っ て 作 詞 ・ 作 曲 さ れ た “ A l l  A l o n g  t h e  

W a t c h t o w e r ” で あ る 。 映 画 で は 、 歌 の 前 半 部 分

を 墓 堀 人 が 歌 っ て い る 。 使 用 さ れ て い る 歌 詞

は 以 下 の 通 り で あ る 。  

 

“ T h e r e  m u s t  b e  s o m e  w a y  o u t  o f  h e r e ”  

S a i d  t h e  j o k e r  t o  t h e  t h i e f  

“ T h e r e ’ s  t o o  m u c h  c o n f u s i o n  

I  c a n ’ t  g e t  n o  r e l i e f  

B u s i n e s s m e n ,  t h e y  d r i n k  m y  w i n e  

P l o w m e n  d i g  m y  e a r t h  

N o n e  o f  t h e m  a l o n g  t h e  l i n e  
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K n o w  w h a t  a n y  o f  i t s  w o r t h ”  

“ N o  r e a s o n  t o  g e t  e x c i t e d ” ,  

T h e  t h i e f  h e  k i n d l y  s p o k e ,  

“ T h e r e  a r e  m a n y  h e r e  a m o n g  u s  

W h o  f e e l  t h a t  l i f e  i s  b u t  a  j o k e .  

B u t  y o u  a n d  I ,  w e ’ v e  b e e n  t h r o u g h  t h a t ,  

A n d  t h i s  i s  n o t  o u r  f a t e ─  

( A l m e r e y d a , p . 1 0 6 )  

 

こ こ で の “ j o k e r ” は 、 ボ ブ ・ デ ィ ラ ン 自 身 を 自

嘲 し た 姿 で あ り 、 映 画 で は ハ ム レ ッ ト や オ フ

ィ ー リ ア に 見 立 て て い る と 考 え ら れ る （ Ｇ ｅ

ｒ ｚ ｉ ｃ ， ｐ . ３ ）。 彼 は 、「 混 乱 ば か り で 休 め

や し な い 」、「 こ こ を 抜 け 出 す 道 が あ る は ず だ 」

と 、 現 状 に も が き 苦 し ん で い る こ と が 感 じ ら

れ る 。 一 方 で 、 “ b u s i n e s s m e n ” は 、 資 本 主 義 の

世 界 の 中 で 権 力 を 振 り か ざ し て 巧 み に 資 産 を

稼 い で い る 人 た ち の こ と を 示 し て お り 、 ク ロ

ー デ ィ ア ス を 含 む 資 産 や 権 力 に 囚 わ れ た 周 囲

の 大 人 た ち に 見 立 て て い る （ Ｇ ｅ ｒ ｚ ｉ ｃ ，
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ｐ . ３ ）。  

こ の 曲 の 作 成 背 景 に は 、 ボ ブ ・ デ ィ ラ ン の

人 生 に 対 す る 価 値 観 が 反 映 さ れ て い る と 言 え

る 。彼 は 、観 客 か ら 辛 辣 な 批 判 を 受 け た こ と 、

ま た 音 楽 活 動 以 外 の 他 の 仕 事 か ら も プ レ ッ シ

ャ ー を 受 け て い た こ と か ら 精 神 的 に 疲 弊 し て

い た こ ろ に 事 故 に 遭 い 、 約 ８ 年 間 公 の 場 か ら

身 を 引 く こ と と な っ た 。 こ の 曲 が 作 ら れ た の

は 復 帰 後 の 事 で あ り 、 事 故 に 遭 っ て 仕 事 が で

き な く な っ た 時 に 自 己 を 見 つ め 直 し た こ と で

彼 が 抱 い た 、 自 己 価 値 に 対 す る 疑 問 や 権 威 あ

る 人 物 に 利 用 さ れ る こ と へ の 不 満 や 怒 り が 曲

に 現 れ て い る （ Ｇ ｅ ｒ ｚ ｉ ｃ ， ｐ ． ６ － ７ ）。 

 こ の よ う な 音 楽 制 作 背 景 こ そ が ア ル メ レ イ

ダ が こ の 曲 を 映 画 に 取 り 入 れ た 大 き な 理 由 で

あ る と 考 え ら れ 、 ボ ブ ・ デ ィ ラ ン の 人 生 が 反

映 さ れ た 歌 詞 と ハ ム レ ッ ト が 置 か れ た 状 況 を

重 ね 合 わ せ て い る 。 資 本 主 義 的 価 値 と 比 較 し

た 個 人 的 価 値 の 重 要 性 を 訴 え る こ の 曲 は 、 資

本 主 義 世 界 か ら 逃 れ よ う と 抵 抗 す る ハ ム レ ッ
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ト や オ フ ィ ー リ ア の 心 情 を 表 す と と も に 、 物

質 的 な 価 値 よ り も 人 間 の 人 生 の 価 値 に 重 き を

お く べ き だ と い う メ ッ セ ー ジ を 物 語 の 背 景 に

置 く 上 で 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る と 言 え る 。 

次 に ア ル メ レ イ ダ が 追 加 し た の は 、 ベ ト ナ

ム 仏 教 の 僧 侶 で あ る テ ィ ク ・ ナ ッ ト ・ ハ ン の

語 り の シ ー ン で あ る 。 第 ３ 幕 第 １ 場 で の “ t o  

b e  o r  n o t  t o  b e ” ( 3 . 1 . 5 8 ) か ら 始 ま る ハ ム レ ッ

ト の 独 白 を 翻 案 し て 取 り 入 れ た の が 、 僧 侶 の

台 詞 だ 。 ハ ム レ ッ ト が ビ デ オ を 見 な が ら 過 去

を 振 り 返 る 一 方 で 、 傍 に あ る テ レ ビ 画 面 に は

僧 侶 が 語 る 姿 が 映 し 出 さ れ る 。 彼 の 台 詞 は 以

下 の 通 り で あ る 。  

 

W e  h a v e  t h e  w o r d  t o  “ b e ”  b u t  w h a t  I  

p r o p o s e  i s  t h e  w o r d  t o  “ i n t e r - b e ” .  I n t e r -

b e .  

B e c a u s e  i t ’ s  n o t  p o s s i b l e  t o  b e  a l o n e ,  t o  

b e  b y  y o u r s e l f .  

Y o u  n e e d  o t h e r  p e o p l e  i n  o r d e r  t o  b e .   
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Y o u  n e e d  o t h e r  b e i n g s  i n  o r d e r  t o  b e .  

N o t  o n l y  y o u  n e e d  f a t h e r ,  m o t h e r ,  b u t  

a l s o  u n c l e ,  b r o t h e r ,  s i s t e r ,  s o c i e t y ,   

B u t  y o u  a l s o  n e e d  s u n s h i n e ,  r i v e r ,  a i r ,  

t r e e s ,  b i r d s ,  e l e p h a n t s ,  a n d  s o  o n .  

S o  i t  i s  i m p o s s i b l e  t o  b e  b y  y o u r s e l f ,  

a l o n e .  

Y o u  h a v e  t o  i n t e r - b e  w i t h  e v e r y o n e  a n d  

e v e r y t h i n g  e l s e .  

A n d  t h e r e f o r e ,  t o  b e ,  m e a n s  t o  i n t e r - b e .  

( A l m e r e y d a , 2 0 0 0 , p . 3 7 )  

 

こ の 台 詞 の 中 で 最 も 重 要 な 言 葉 は “ i n t e r - b e ”

で あ り 、人 間 は 一 人 で 生 き る こ と は 不 可 能 で 、

生 き る た め に は 他 の 存 在 が 必 要 で あ る こ と 、

他 の す べ て の 人 や も の と 相 互 に 関 係 を 築 い て

生 き て い く こ と の 大 切 さ を 唱 え て い る 。ま た 、

“ i n t e r - b e ” と い う “ t o  b e ” で も “ n o t  t o  b e ” で も

な い 言 葉 は 、 テ ィ ク ・ ナ ッ ト ・ ハ ン 自 身 が 、

修 行 僧 と し て 僧 院 に 留 ま り 瞑 想 を 続 け る か 、
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そ れ と も 爆 撃 や そ の 他 の 戦 争 被 害 に 苦 し む 村

人 た ち を 助 け る か の 選 択 に 迷 っ た 末 、「 行 動 す

る 仏 教 」 運 動 を 設 立 す る こ と で 、 ど ち ら か 一

方 で は な く 両 方 の 道 を 進 む こ と が で き る 選 択

を し た と い う 背 景 か ら 生 ま れ て い る と 考 え ら

れ る （ Ｈ ｅ ｒ ｋ ｌ ｏ ｔ ｚ ， ｐ ． ３ ９ ０ ）。 ア ル

メ レ イ ダ は 、 こ の 僧 侶 の 思 想 を ハ ム レ ッ ト に

重 ね 合 わ せ て 、 ハ ム レ ッ ト が こ の ま ま じ っ と

権 力 や 資 本 に 支 配 さ れ た 閉 鎖 的 な 世 界 の 中 で

耐 え 忍 ん で 生 き て い く か 、 周 囲 に 立 ち 向 か っ

て 自 身 も 死 ぬ 覚 悟 で 復 讐 を す る か の 選 択 に 悩

む 姿 を 表 現 し た の だ 。  

こ の よ う な 、 ボ ブ ・ デ ィ ラ ン や テ ィ ク ・ ナ

ッ ト ・ ハ ン の 人 生 と ハ ム レ ッ ト や オ フ ィ ー リ

ア を 重 ね て 描 い た ア ル メ レ イ ダ に よ る 独 自 の

翻 案 は 、 ハ ム レ ッ ト や オ フ ィ ー リ ア の 苦 悩 が

資 本 主 義 社 会 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ た 疎 外 や

自 己 価 値 の 喪 失 か ら 生 ま れ て い る こ と を 表 現

し 、 新 自 由 主 義 的 な 世 界 を 批 評 す る た め の 工

夫 で あ っ た と 言 え る 。  
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３ ． ２ ハ ム レ ッ ト の 意 識 の 変 化  

こ れ ら の ア ル メ レ イ ダ 独 自 の 翻 案 に よ っ て 、

実 は ハ ム レ ッ ト の 意 識 の 変 化 も 巧 み に 表 現 さ

れ て い る た め 、 こ の 点 を 分 析 し て い く 。 資 本

や 権 力 が す べ て を 決 定 す る 社 会 構 造 に お い て

人 間 が 疎 外 さ れ て い く 中 で 、 ハ ム レ ッ ト は 社

会 に お け る 自 分 自 身 の 価 値 や 他 者 と の 関 係 を

結 ん で い く 価 値 に つ い て ど の よ う な 意 識 を 抱

い て い た の だ ろ う か 。 こ こ で は 、 ハ ム レ ッ ト

が 苦 悩 す る “ t o  b e  o r  n o t  t o  b e ” の 選 択 に お い

て “ t o  b e ” は 「 そ の ま ま じ っ と 閉 鎖 的 な 世 界 で

耐 え 忍 ん で 生 き て い く こ と 」、 “ n o t  t o  b e ” は

「 自 身 も 死 ぬ 覚 悟 で 周 囲 に 立 ち 向 か っ て 復 讐

を す る こ と 」 と 解 釈 し 、 彼 が ど ち ら を 選 択 し

よ う と し て い る の か 、 ど の よ う に 考 え が 変 化

し て い る の か 、 彼 の 思 考 が 顕 著 に 表 れ て い る

場 面 を 抜 粋 し て 分 析 す る こ と で 、 彼 の 意 識 の

変 化 を ど の よ う に 描 い て い る の か 考 察 す る 。  

ま ず 、 “ t o  b e  o r  n o t  t o  b e ” か ら 始 ま る 独 白

の シ ー ン に 注 目 す る 。 こ の 独 白 は 原 作 で は 第



 

46 

 

３ 幕 第 １ 場 で 語 ら れ て い た が 、 映 画 で は ３ 場

面 に お い て 異 な る 長 さ 、 異 な る タ イ ミ ン グ で

登 場 す る 。 １ 回 目 は 、 上 記 で 述 べ た テ ィ ク ・

ナ ッ ト ・ ハ ン の 語 り の シ ー ン で あ る 。 他 者 と

の 相 互 関 係 に つ い て “ i n t e r - b e ” と い う 言 葉 を

用 い て 語 る 僧 侶 の 姿 が テ レ ビ で 流 れ て い る も

の の 、 ハ ム レ ッ ト は オ フ ィ ー リ ア を 撮 影 し た

ビ デ オ を 見 て お り 、 部 屋 で 流 れ て い る テ レ ビ

に は 見 向 き も し て い な い 。 こ の こ と か ら 、 彼

は 人 と の 繋 が り の 重 要 性 に 気 づ か ず 、 孤 立 し

た 自 分 だ け の 世 界 に 閉 じ こ も っ て い る こ と が

分 か る 。 ま た 、 こ の 場 面 の 直 後 に は 、 ス ー パ

ー マ ー ケ ッ ト の 前 を 通 る ハ ム レ ッ ト の 姿 が あ

り 、 彼 の 背 後 に は 商 品 の 価 格 が 大 き く 映 し 出

さ れ て お り 、 商 業 的 な 価 値 に 囚 わ れ た 社 会 に

閉 じ 込 め ら れ て い る こ と が 分 か る 。 つ ま り 、

ハ ム レ ッ ト は “ i n t e r - b e ” の 可 能 性 に 気 づ く こ

と な く 、 “ t o  b e ” に 留 ま ろ う と し て い る の だ 。 

２ 回 目 は 、 ハ ム レ ッ ト 自 身 が ビ デ オ 日 記 の

映 像 を 再 生 す る 姿 と 同 時 に 、 独 白 の 冒 頭 部 分
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で あ る “ t o  b e  o r  n o t  t o  b e ” ( 3 . 1 . 5 9 ) の 台 詞 だ

け が 繰 り 返 し 流 れ て い る 。 こ こ で の ビ デ オ 日

記 に は 、 自 殺 を 図 る ハ ム レ ッ ト の 姿 が あ り 、

自 己 と 向 き 合 っ て 苦 し み 悩 む の を や め て こ の

世 界 か ら 逃 げ 出 し て し ま お う と 考 え る 心 情 が

表 れ て い る こ と か ら 、 “ t o  b e ” ま た は “ n o t  t o  b e ”

を 選 択 す る こ と 自 体 、 や め て し ま っ て い る と

言 え る 。  

３ 回 目 は 、 ハ ム レ ッ ト が ビ デ オ 店 の 通 路 を

行 き 来 し な が ら 独 白 を ノ ー カ ッ ト で つ ぶ や く 。

彼 が 通 る 通 路 に は 、 ブ ロ ッ ク バ ス タ ー 映 画 が

並 ん で い る 。 ア ル メ レ イ ダ は 、 う ん ざ り と し

た 表 情 を 浮 か べ る ハ ム レ ッ ト に あ え て そ の 通

路 を 歩 か せ る こ と で 、 資 本 や 権 力 に 囲 わ れ た

社 会 に 対 し て ハ ム レ ッ ト が 抱 く 嫌 気 を 表 現 し

て い る 。 こ れ ら の ３ 場 面 に よ り 、 葛 藤 す る ハ

ム レ ッ ト の 思 考 が 断 片 的 に 表 現 さ れ 、 閉 鎖 的

な 世 界 に 閉 じ 込 め ら れ て い る 状 態 か ら 、 社 会

に 対 す る 不 満 や 怒 り が 強 ま っ て い き 、 “ t o  b e ”

か ら 徐 々 に “ n o t  t o  b e ” の 思 考 に 移 り 変 わ っ て
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い る 印 象 を 受 け る 。  

さ ら に 、 こ の ３ 場 面 の 後 、 ハ ム レ ッ ト が イ

ギ リ ス か ら 飛 行 機 で 帰 国 す る シ ー ン で は 彼 の

意 識 の 変 化 が 服 装 に 強 く 表 れ て い る 。 こ れ ま

で の ハ ム レ ッ ト は 、 だ ら し な い 身 な り で あ り

な が ら も 一 部 は 会 社 ス タ イ ル に 従 っ た 服 装 を

し て い た が 、 こ の シ ー ン で は パ ー カ ー に デ ニ

ム ジ ャ ケ ッ ト を 羽 織 っ て お り 、 企 業 社 会 へ の

抵 抗 を 露 に し て い る 。  

続 く ボ ブ ・ デ ィ ラ ン の 音 楽 が 使 用 さ れ た 墓

堀 人 の シ ー ン で は 、 “ T h e r e  m u s t  b e  s o m e  w a y  

o u t  o f  h e r e ” ( A l m e r e y d a , p . 1 0 6 ) と い う 歌 詞 が

用 い ら れ 、 広 告 メ デ ィ ア や ブ ラ ン ド 名 、 資 本

と い っ た 価 値 に 包 囲 さ れ た 現 状 に 対 し て 「 こ

こ か ら 抜 け 出 す 方 法 が あ る は ず だ 」 と い う 願

望 が 伝 わ っ て く る 。 つ ま り 、 ハ ム レ ッ ト は ア

イ デ ン テ ィ テ ィ の 探 索 に も が く 中 で 、 資 産 や

権 力 な ど の 資 本 主 義 的 な 価 値 に 支 配 さ れ 、 疎

外 さ れ た 社 会 で 生 き る こ と に 反 抗 心 を 抱 き 、

企 業 社 会 の 中 で 親 子 関 係 や 愛 情 と は 関 係 の な
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い モ ノ と し て 扱 わ れ る の で は な く 、 人 と の 関

係 性 の 中 で 生 ま れ る 人 間 と し て の 価 値 を 大 切

に す べ く 、 資 本 主 義 社 会 に 抵 抗 し よ う と い う

意 識 が 強 ま っ て い る と 言 え る 。  

そ し て 、ハ ム レ ッ ト が “ i n t e r - b e ” の 必 要 性 に

つ い て 意 識 す る の は 死 の 直 前 だ と 考 え ら れ る 。

レ ア ー テ ィ ー ズ と の フ ェ ン シ ン グ の 闘 い で の

毒 が 回 り 、 ハ ム レ ッ ト 自 身 が 最 期 を 迎 え る 直

前 に 回 想 シ ー ン が 流 れ る 。 ハ ム レ ッ ト の 頭 に

浮 か び 上 が る の は 、 オ フ ィ ー リ ア や ガ ー ト ル

ー ド 、 先 王 ハ ム レ ッ ト 、 レ ア ー テ ィ ー ズ 、 ク

ロ ー デ ィ ア ス ら の 姿 で あ り 、 最 後 に 映 し 出 さ

れ る の は ハ ム レ ッ ト と オ フ ィ ー リ ア が キ ス を

す る 姿 で あ っ た 。 こ れ ま で ハ ム レ ッ ト が 過 去

を 思 い 出 す と き は ビ デ オ を 見 て 振 り 返 る こ と

し か な か っ た が 、 最 期 の シ ー ン で は こ れ ま で

の よ う な 機 械 を 通 し た 間 接 的 な 過 去 の 追 体 験

で は な く ハ ム レ ッ ト の 目 に 焦 点 が 当 て ら れ 、

心 か ら 周 り の 人 々 と の 関 係 性 を 想 起 し て い る 。

ア ル メ レ イ ダ は こ の 回 想 シ ー ン を 組 み 込 む こ
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と で 、孤 立 し て 生 き て き た ハ ム レ ッ ト が 抱 く 、

人 と の 直 接 的 な 繋 が り や 相 互 に 影 響 し 合 う 関

係 性 に 関 す る 記 憶 を 表 現 し た と 考 え ら れ る 。  

以 上 よ り 、 ア ル メ レ イ ダ が 独 自 の 翻 案 を 追

加 し た の は 、 こ の よ う な ハ ム レ ッ ト 像 を 生 み

出 す た め だ っ た と 言 え る だ ろ う 。 ア ル メ レ イ

ダ が 描 く ハ ム レ ッ ト や オ フ ィ ー リ ア は 、 グ ロ

ー バ ル 企 業 社 会 に お け る 、 商 業 的 価 値 が 重 視

さ れ る 風 潮 や 断 絶 さ れ た 人 と の 繋 が り か ら 疎

外 感 を 感 じ 、 自 己 価 値 を 見 出 せ な い 世 の 中 に

苦 悩 し て い る 。 ア ル メ レ イ ダ は 、 ２ ０ ０ ０ 年

当 時 を 生 き る 若 者 た ち と し て 彼 ら を 描 き な が

ら 、現 実 世 界 で 彼 ら と 同 様 に 自 己 価 値 に 悩 み 、

生 き る べ き 道 の 選 択 に 迷 っ た ボ ブ ・ デ ィ ラ ン

や テ ィ ク ・ ナ ッ ト ・ ハ ン を 映 画 に 取 り 入 れ る

こ と で 、 一 人 一 人 の 個 人 の 価 値 ・ 存 在 が 大 切

で あ る こ と 、 人 間 は 一 人 で 生 き て い く こ と は

不 可 能 で 人 と 共 存 し て 相 互 に 関 係 を 保 ち な が

ら 生 き る 必 要 が あ る こ と を 観 客 に 訴 え て い る 。

加 え て 、 近 代 化 し て き た 社 会 の 中 で 人 々 が リ
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ベ ラ リ ズ ム を 望 む 一 方 で 、 同 時 に 共 同 体 や 社

会 的 連 携 の 絆 を 渇 望 し 、 個 人 主 義 の 中 で 孤 独

や 疎 外 感 を 感 じ て い る 状 況 へ の 批 判 を 表 現 し

て い る の だ （ フ ク ヤ マ 、 ｐ . ６ ７ ）。  
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結 論  

ロ ー レ ン ス ・ オ リ ヴ ィ エ の 『 ハ ム レ ッ ト 』

を は じ め と し て 、 繊 細 で メ ラ ン コ リ ッ ク な 性

質 を 持 つ ハ ム レ ッ ト 、 弱 く 従 属 的 で 女 性 ら し

い オ フ ィ ー リ ア と い う １ ９ 世 紀 ロ マ ン 派 の ハ

ム レ ッ ト 、 オ フ ィ ー リ ア 像 を 基 に し た 映 画 が

数 多 く 制 作 さ れ て き た 。 ア ル メ レ イ ダ は イ ー

サ ン ・ ホ ー ク を 主 演 に 起 用 し て 、 苦 悩 し な が

ら 常 に 自 分 自 身 と 向 き 合 う ハ ム レ ッ ト の イ メ

ー ジ に 加 え て 、 ア ル メ レ イ ダ な ら で は の 解 釈

で あ る 、 資 本 主 義 的 グ ロ ー バ ル 社 会 の 中 で 感

情 や 人 と の 繋 が り が 薄 れ 、 孤 独 に 苦 し む ハ ム

レ ッ ト 像 を 打 ち 出 し た 。 ま た 、 オ フ ィ ー リ ア

役 に は 過 去 に 力 強 く 芯 の 強 さ を 持 つ ヒ ロ イ ン

役 を 務 め た ジ ュ リ ア ・ ス タ イ ル ズ を 抜 擢 す る

こ と で 、 周 囲 の 人 々 か ら 自 律 し た オ フ ィ ー リ

ア と い う １ ９ 世 紀 ロ マ ン 派 の オ フ ィ ー リ ア 像

と は 異 な る イ メ ー ジ を 構 築 し た 。 ア ル メ レ イ

ダ は 、 現 代 の 消 費 文 化 社 会 を 生 き る 若 者 と し

て ハ ム レ ッ ト と オ フ ィ ー リ ア に 新 た な イ メ ー
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ジ を 構 築 し 、 観 客 に と っ て よ り 身 近 な 『 ハ ム

レ ッ ト 』 映 画 の 制 作 を 目 指 し た の だ 。  

こ の よ う な 新 し い ハ ム レ ッ ト 、 オ フ ィ ー リ

ア の イ メ ー ジ を 実 現 す る た め 、 ア ル メ レ イ ダ

は 翻 案 の 方 法 を 工 夫 し た 。 脚 本 の テ ク ス ト に

注 目 す る と 、 他 者 を 気 に す る こ と な く 自 身 の

殻 に 閉 じ こ も り 、 人 と の 関 係 性 を 遮 断 し 疎 外

さ れ た 世 界 で 生 き る ハ ム レ ッ ト の イ メ ー ジ を

強 め て い る こ と が 分 か る 。 一 方 、 オ フ ィ ー リ

ア に つ い て は 、 周 囲 に 従 属 ・ 依 存 し た 弱 々 し

い 女 性 と い う 伝 統 的 な オ フ ィ ー リ ア の イ メ ー

ジ か ら 脱 却 し 、 自 律 し 周 囲 に 抵 抗 す る 力 強 い

女 性 と し て の オ フ ィ ー リ ア に こ だ わ っ て テ ク

ス ト を 翻 案 し た 。  

オ リ ヴ ィ エ の 『 ハ ム レ ッ ト 』 と の 映 像 比 較

を 通 し て 、 独 白 の 演 出 か ら ハ ム レ ッ ト は 閉 鎖

的 な 世 界 で 感 情 を 抑 圧 し 、 孤 独 を 抱 き な が ら

世 の 中 を 傍 観 し て い る こ と が 分 か る 。 ま た 、

ハ ム レ ッ ト と オ フ ィ ー リ ア の 服 装 か ら は 、 企

業 権 力 へ の 支 配 か ら 逃 れ よ う と 抵 抗 す る 若 者
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の 印 象 を 受 け る 。 こ れ ら の 演 出 は 、 グ ロ ー バ

ル 時 代 の 現 代 人 ら し さ を 強 調 し 、 観 客 が ハ ム

レ ッ ト や オ フ ィ ー リ ア と 同 じ 視 点 に 立 っ て 作

品 を よ り 身 近 に 感 じ る た め の 工 夫 で あ る と 言

え る 。  

さ ら に 、 ア ル メ レ イ ダ は 作 品 を 通 し て 、 新

自 由 主 義 的 な グ ロ ー バ ル 社 会 へ の 批 評 を 行 う

た め に 独 自 の 翻 案 を 追 加 し た 。 資 本 主 義 の 世

界 に 抵 抗 感 を 抱 い て い た ボ ブ ・ デ ィ ラ ン や 、

自 身 の 生 き 方 に 葛 藤 し た テ ィ ク ・ ナ ッ ト ・ ハ

ン を ハ ム レ ッ ト や オ フ ィ ー リ ア と 重 ね 合 わ せ

る こ と で 彼 ら の 苦 悩 を 表 現 し た の だ 。 ま た 、

こ の よ う な ア ル メ レ イ ダ 独 自 の 翻 案 に よ っ て

ハ ム レ ッ ト の 意 識 が “ t o  b e ” か ら “ n o t  t o  b e ” へ

と 変 化 す る 様 子 、そ し て 死 の 直 前 で “ i n t e r - b e ”

の 必 要 性 に 気 づ く 姿 が 描 か れ て い る 。  

以 上 の 考 察 を 通 し て 、 ア ル メ レ イ ダ の 『 ハ

ム レ ッ ト 』 は シ ェ イ ク ス ピ ア と ２ ０ ０ ０ 年 当

時 の 資 本 主 義 グ ロ ー バ ル 社 会 を 融 合 さ せ た 超

現 代 的 な 作 品 で あ り 、 悲 劇 の 中 で 葛 藤 す る 若
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者 の イ メ ー ジ が 強 い 俳 優 の 起 用 、 感 情 や 他 者

と の 関 係 性 が 表 現 さ れ る テ ク ス ト の 削 除 、 自

律 し 周 囲 に 反 抗 的 な 行 動 の 演 出 に よ っ て 、 感

情 や 人 と の 繋 が り が 薄 れ 、 強 い 疎 外 感 を 抱 い

た ハ ム レ ッ ト 、 従 属 ・ 依 存 か ら 脱 却 し た 力 強

い オ フ ィ ー リ ア を 作 り 上 げ た と 言 え る 。ま た 、

ア ル メ レ イ ダ が 考 え る ハ ム レ ッ ト と オ フ ィ ー

リ ア の イ メ ー ジ 、 彼 ら が 苦 悩 す る 疎 外 感 を 生

ん だ 資 本 主 義 社 会 の 問 題 を 描 く べ く 、 独 自 の

翻 案 を 追 加 す る こ と で 、 単 な る 復 讐 悲 劇 で は

な く 、 リ ベ ラ リ ズ ム に よ っ て 人 々 が 孤 立 し た

状 況 を 批 判 す る 作 品 と し て 作 り 上 げ た 。 そ し

て 、 ハ ム レ ッ ト と 同 様 の 苦 悩 を 抱 く 観 客 が 彼

の 視 点 や 心 情 を 共 有 で き る 映 画 に す る こ と で 、

観 客 に と っ て よ り 親 密 な 『 ハ ム レ ッ ト 』 映 画

を 実 現 し た 作 品 で あ る と 言 え る 。  
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ｅ ｓ ｓ ｅ ｎ ｔ ｉ ａ ｌ － ｐ ｅ ｒ ｆ ｏ ｒ ｍ ａ

ｎ ｃ ｅ ｓ － ｂ ｅ ｓ ｔ － ２ ０ ２ ０ ０ ９ ２ ９

／ ，（ 参 照 ２ ０ ２ ３ ― ６ ― １ ７ ）  

Ｍ ｕ ｋ ｈ ｅ ｒ ｊ ｅ ｅ ， Ｐ ｒ ａ ｄ ｉ ｐ ｔ ａ ． Ｍ

ｅ ｔ ａ ｔ ｈ ｅ ａ ｔ ｒ ｉ ｃ ａ ｌ ｉ ｔ ｙ  ａ

ｎ ｄ  ｐ ｏ ｓ ｔ ｍ ｏ ｄ ｅ ｒ ｎ  ｍ ｅ ｄ ｉ

ａ  ｐ ａ ｓ ｔ ｉ ｃ ｈ ｅ  ｉ ｎ  ｈ ａ ｍ ｌ

ｅ ｔ （ ２ ０ ０ ０ ）， ２ ０ １ １ ， ｈ ｔ ｔ ｐ ｓ ：

／ ／ ｒ ｕ ｐ ｋ ａ ｔ ｈ ａ ． ｃ ｏ ｍ ／ Ｖ ３ ／

ｎ ４ ／ ０ ９ ＿ Ｐ ｏ ｓ ｔ ｍ ｏ ｄ ｅ ｒ ｎ ＿ Ｈ

ａ ｍ ｌ ｅ ｔ ＿ ２ ０ ０ ０ ． ｐ ｄ ｆ ，（ 参 照 ２

０ ２ ３ ― ９ ― ２ ０ ）  

Ｒ ｏ ｎ ｋ ， Ｃ ． Ｍ ａ ｒ ｔ ｈ ａ ． Ｒ ｅ ｐ ｒ ｅ ｓ

ｅ ｎ ｔ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ｓ  ｏ ｆ  “ Ｏ ｐ ｈ ｅ

ｌ ｉ ａ ” ， Ｗ ａ ｙ ｎ ｅ  Ｓ ｔ ａ ｔ ｅ  Ｕ

https://rupkatha.com/V3/n4/09_Postmodern_Hamlet_2000.pdf
https://rupkatha.com/V3/n4/09_Postmodern_Hamlet_2000.pdf
https://rupkatha.com/V3/n4/09_Postmodern_Hamlet_2000.pdf
https://rupkatha.com/V3/n4/09_Postmodern_Hamlet_2000.pdf
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ｎ ｉ ｖ ｅ ｒ ｓ ｉ ｔ ｙ  Ｐ ｒ ｅ ｓ ｓ ， １ ９

９ ４ ， ｈ ｔ ｔ ｐ ｓ ： ／ ／ ｗ ｗ ｗ ． ｊ ｓ ｔ

ｏ ｒ ． ｏ ｒ ｇ ／ ｓ ｔ ａ ｂ ｌ ｅ ／ ２ ３ １ １

６ ６ ２ ３ ， （ 参 照 ２ ０ ２ ３ ― ６ ― ２ ５ ）  

Ｒ ｏ ｏ ｋ ｓ ， Ｋ ． Ａ ｍ ａ ｎ ｄ ａ ． Ｔ ｈ ｅ  “ Ｎ

ｅ ｗ ”  Ｏ ｐ ｈ ｅ ｌ ｉ ａ  ｉ ｎ  Ｍ ｉ ｃ

ｈ ａ ｅ ｌ  Ａ ｌ ｍ ｅ ｒ ｅ ｙ ｄ ａ ’ ｓ  “ Ｈ

ａ ｍ ｌ ｅ ｔ ” ， Ｓ ａ ｌ ｉ ｓ ｂ ｕ ｒ ｙ  Ｕ

ｎ ｉ ｖ ｅ ｒ ｓ ｉ ｔ ｙ ， ２ ０ １ ４ ， ｈ ｔ ｔ

ｐ ｓ ： ／ ／ ｗ ｗ ｗ ． ｊ ｓ ｔ ｏ ｒ ． ｏ ｒ ｇ

／ ｓ ｔ ａ ｂ ｌ ｅ ／ ４ ３ ７ ９ ８ ９ ８ １ ，（ 参

照 ２ ０ ２ ３ ― ６ ― １ ４ ）  

Ｓ ｈ ａ ｋ ｅ ｓ ｐ ｅ ａ ｒ ｅ ， Ｗ ｉ ｌ ｌ ｉ ａ ｍ ．

Ｔ ｈ ｅ  ｃ ｏ ｍ ｐ ｌ ｅ ｔ ｅ  ｗ ｏ ｒ ｋ ｓ  

ｓ ｅ ｃ ｏ ｎ ｄ  ｅ ｄ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ， Ｓ ｔ ａ

ｎ ｌ ｅ ｙ  Ｗ ｅ ｌ ｌ ｓ ， Ｃ ｌ ａ ｒ ｅ ｎ ｄ

ｏ ｎ  Ｐ ｒ ｅ ｓ ｓ ・ Ｏ ｘ ｆ ｏ ｒ ｄ ， １ ９

０ ５  
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RESUME 

 

A Study of Hamlet and Ophelia’s anguish  

in Michael Almereyda’s “Hamlet” :   

Focusing on the director ’s intent and the method of adaptation  

 

Shakespeare’s Hamlet has been adapted into fi lm by many directors.  

Filmmaker Michael Almereyda stands out as one of the most celebrated 

directors, notably bringing Hamlet to the screen. Almereyda’s Hamlet, 

released in 2000, was adapted substantially and se t in a modern global 

corporate society.  He staged the world in which today’s youth live to 

achieve a more intimate rendition of “Hamlet” for the audience. Therefore,  

I will  examine how Hamlet’s and Ophelia’s anguish are portrayed in the 

film and what Almereyda intended to convey to the audience.  

In Chapter 1,  I will clarify Almereyda’s directorial  intentions by 

comparing the 19th-century romanticist  representation of Hamlet and 

Ophelia with Almereyda’s conception of them.  

Before the 1990s, many filmmakers adapting Shakespeare’s work were 

greatly influenced by the romantic figures of Hamlet and Ophelia that  

prevailed in the 19th century. The 19th -century romantic figure of Hamlet 
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was that  of a man with a melancholic temperament who was unable to 

make up his mind. J.W.Goethe described this moody, indecisive 

characterization of Hamlet:  “An oak tree is planted in a costly vase,  which 

should have borne beautiful  flowers in its bosom”. The 19th-century 

romantic figure of Ophelia was that of a subservient, feminine, vulnerable 

woman. This portrayal of Ophelia influenced the films of Laurence Olivier,  

Kenneth Branagh, and Franco Zeffirelli .  

By contrast,  Almereyda continued the traditional image of Hamlet by 

casting Ethan Hawke but added new interpretations. Julia Stiles was cast  

as Ophelia, overturning her former weak image. He shaped the images of 

Hamlet and Ophelia as young individuals stru ggling with problems caused 

by capitalist  society.  

Almereyda chose Ethan Hawke to portray Hamlet for three reasons: (1) 

Ethan Hawke had previously taken on roles that  delved into the self in 

tragedy, and Shakespeare’s Hamlet shared a common feature with those 

characters; they are both introspective and ret rospective. (2) He had 

experience appearing in independent fi lms; Almereyda preferred low -

budget independent films to blockbuster films. (3) Almereyda wanted to 

use a young actor and Ethan Hawke was 27 at the time.  

In Chapter 2, I will  examine Almereyda’s adaptation through an analysis 
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of the script  and the image. It is  an important clue to the director ’s 

interpretation of Shakespeare’s original work.  

First, I will compare this version to the original text and the screenplay, 

focusing on several of Hamlet’s soliloquies. In Act 2, scene 2, Hamlet’s 

third soliloquy omits the line in which he compares himself to the actor 

and belittles himself. The omissio n of lines blaming himself compared to 

others is  also used in Act 4,  scene 4,  Hamlet’s seventh soliloquy. In Act 3, 

scene 2,  Hamlet’s fifth soliloquy after the scene of the play within the play, 

the entire line about humanity is  cut.  I  reveal Hamlet’s imag e of being 

shut out of relationships with others and confined to an alienated world,  

without concern for others.  

Next,  I  will compare Ophelia’s dialogue with the original.  The honest 

replies to her advances from the adults around her are removed, and the 

image of a rebellious and autonomous woman is planted. In Act 1, scene 

3, Laertes advises her about her relationsh ip with Hamlet, but the 

following line is deleted: “‘Tis in my memory locked, And you yourself 

shall keep the key of it” (1.3.85 -86).  Similarly,  her reply to the insistence 

of her father, Polonius, is  also cut: “I shall  obey, my lord” (1.3.136).  These 

omissions represent the strength of the new Ophelia.  

Next, I will provide visual comparisons between Almereyda’s Hamlet 
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and Olivier ’s portrayal. Through the use of digital media,  Almereyda’s 

production constructs an image of Hamlet, who is unable to express his 

emotions openly and suffers from a sense of alienation due to his lack of 

connection with others. In Hamlet’s firs t scene, Olivier ’s Hamlet sits 

pensively in a chair. In contrast,  Almereyda’s Hamlet is filming the 

wedding of Claudius and Gertrude, straight -faced and silent.  Each first 

scene gives a different impression of Hamlet.  

The use of a video diary is  another feature of Almereyda’s “Hamlet.” 

Olivier ’s Hamlet speaks his mind, revealing his emotions through his 

voice and facial expressions. In contrast,  Almereyda’s Hamlet ponders as 

he plays the video over and over; in these scenes, he does not express his 

emotions.  

Further, Hamlet’s and Ophelia’s attire portrays them as young people 

who desire to escape from the control of corporate power. Olivier ’s Hamlet 

is nobly dressed in a white shirt  and decorated jacket. In contrast, 

Almereyda’s Hamlet wears a simple suit but is dressed inappropriately for 

the style of the company, with an untidy hairstyle and sunglasses.  Olivier ’s 

Ophelia wears a feminine one-piece dress with lace and ribbons. In 

contrast , Almereyda’s Ophelia wears jeans, sneakers, and no makeup. 

Their appearance expresses defiance and autonomy.  
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In Act 4, scene 5,  Almereyda’s Ophelia fiercely resists the closed world. 

In this scene, she is betrayed by her beloved Hamlet, loses her father, and 

falls  into madness.  She screams powerfully and flails  about so wildly that 

those around her cannot hold he r down. This differs from Olivier ’s notion 

of Ophelia, who appears hysterical and vulnerable, conveying the 

impression that she is resisting to escape domination and to have her place 

and existence recognized.  

To summarize, by adapting the text and directorial technique, 

Almereyda formed the image of Hamlet,  who feels alienated in a closed 

world and resists capitalist society, and the image of Ophelia,  who is 

powerful and not influenced by others.  

In Chapter 3,  I will examine the addition of Almereyda’s  unique 

adaptation. Almereyda incorporates Bob Dylan’s song, “All  Along the 

Watchtower” and Tich Nhat Hanh’s narrative into the film. Bob Dylan’s 

“All  Along the Watchtower” expresses his doubts about his self -worth and 

his frustration at being taken advantage of by authority figures. Tich Nhat 

Hanh uses the word, “inter-be”, to advocate that it  is  not possible to be 

alone and that  man needs other people to be.  These adaptations express 

the problems of capitalist  society that l ie behind the anguish of Hamlet  

and Ophelia.  
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In addition, Almereyda included Hamlet’s fourth soli loquy, “to be or not 

to be” (3.1.59),  three times in the film. In the process,  Hamlet’s thinking 

gradually shifts from “to be” to “not to be.” Ultimately,  he died realizing 

the potential of “inter-be”, which he had not realized before.  Thus, through 

his unique adaptation, Almereyda conveys to the audience that the value 

of each person is important and that  people need to l ive in a relationship 

with each other.  

In conclusion, Almereyda created an ultra -contemporary movie that 

seamlessly blends Shakespeare with capitalist global society, creating a 

Hamlet with a strong sense of alienation, diminished emotional and human 

connection, and a powerful and independent Ophelia.  Their main anguish, 

alienation, was caused by the dominance of commercial  values in a global 

society,  and the development of technology, which has led to a 

disconnection from people and a dilution of feelings. In addition, through 

his unique adaptation, Almereyda criticized the isolation of people due to 

liberalism. He crafted a more intimate “Hamlet” for the audience by 

creating a film that  allowed them to share the perspectives and feelings of 

Hamlet and Ophelia.  


